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lま じ め i乙

本書は、 SM-B-80T(LH-8H02)トレーニング用ワンボード ・マイクロコンビュ

ータのユーザーズ ・マニュア JレですO 本マニュアノレでは、 SM-B-80Tの概要、動作説明、

操作方法などについて説明しています。

な台、 本マニ ュアノレ中では、 Z-8 0 マイクロコンビュータ ・ファミリの各チヅプについ

ては説明して い ませんので、必要 K応じて下記 LS 1資料をあわせて参照してください。

初版

Z-80 CPU 技術資料

Z--80 Plu 技術資料

昭和 53年 6 月

- 本書は製品の改良のため予告なしに内容 の一部を変更されることがあ Dます。

無断転載を禁じます。
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第 1章 SM-B-80T概要

シャープ SM-B-80Tは、 乙れからマイ クロ コンビュー タを理解し、実際K使 ってみよう という方、あるいは、

実際Kソフトクエアのデノ〈ッグK使用したり、ハードクェアK応用しようという方のために開発されたトレーニング用

ヲンボード@マイクロコンビュータです。

SM-B-80Tは次のよう左特長をそ左えてなります。

(1) SM-B-8 OTは、 完全組み立て済みボードであるため、電源を接続するだけでキースイ ッチよりプロ グラムを

メモリ K書き込んで、その実行ができます。

(2) オーディオカセットテープレコーダとのインターフェースを内蔵してなり、開発したプログラムをカセットテー

プに記録保存し、必要なとき K自由に再生がで きます。

くリモート端子により自動、または、マ ニュ アJレによ るカセ ットのスター ト/ス トッ プが可能 )

(3) ボード上でメモリ (RAM，ROM)、パラレル 1/ゆポート、パスドライパを増設可能です。

(4) キーボードとのインターフェースK使用している PIOは、キーボー ドを使用し ないときは単独使用が可能です。

(5) システムに組み込み可能なボードサイ ズ (CPUボード 〉を採用し、外部との接続vr100ピンコネクタを設けて

います。 C2 7 0 x 1 9 0 mm 3.1 7 5 mmピッチ)

-1ー



1.1 SM-B -80Tの仕様

クロック

LH-0080 (Z-80CPU) 

2.4 5 7 6 MHz C 4. 9 1 5 2 MHzクリスタル使用〉

LH-7055x1個 1Kバイト実装(モニタプログラム) MAX2Kバイト

EPROMも可能(2708タイプ)

LH-2111A4X2個 256パイト実装

LH-2114-3x2個 1Kバイト実装

MAX 3.2 5Kバイト

シリアル 1/0ポート オーディオカセットテレコとの入出力専用

CPU 

ROM 

RAM 

入力端子

出力端子

制御端子

転送速度

変調方式

イヤホン端子または外部スピーカ端子

AUX端子またはLINE端子

REM 

300ピット/秒

FM  

チェックサムを実施

パラレ Jレ 1/0ポート LH-0081x1個 8ピット x2ポート(キーボードインターフェース〉

MAX LH-0081x2個

入力装置 キーボードスイッチ 25個

データキ- 16個

ファンクションキー 9個

8桁7セグメント LEDによる 16進数表示

レジスタ名についてはシンボル表示

動作モード シングルステップ(1命令実行)&オート実行

モニタプログラム アドレス EOOO番地より PROMVCて実装

出力装置

リスタートアドレス スイッチKてアドレス切り換え可能

o 0 0 0番地:ユーザプログラム開始アドレス

EOOO番地:モニタプログラム開始アドレス

外部電源が必要電源

動作温度

外形寸法

+5V 士5% 最大2A (標準構成)

0--40"C 

CPUボード: 2 7 0 x 1 9 0 mm 基板す法

キーボード: 1 3 9 x 1 9 0 mm 

内，“



第 2章 取り 扱 い 方法

SM-B-80Tの動作確認は凶 2.1vc示す)1国序で行ってく ださ い。

Eヨ キ ー を押す

(始 め)
↓ 

部 品の確認

セカオ
J
f

ノ

己

記

一

る
一

オ

す

一

と

備

一

源

準

一

電

を

一

電源、、オ ーディオカセッ ト

を接続する。

YES 

チJ

つス

定

一

え

設

一

換

に

一

り

側

寸

切

0

一

ス

O

一

レ

O
一

.ト

E

一

ア
J

乞

一

NO 

恐;{l人り Jすが1~~，hl，l :): 

共K、 シ y ーフヘ j_:;'.ì~ り

くだざいo 、

注意 )0 梱包ケースはすぐに捨てずにし

ばらく 置いておいてくださG'0 
ただちに保証手停きをお済ませ

くださL、。

部品が不足してW ましたら 恐れ入

りますがすぐ VC[昨入先の版イ!~}I I:í' VC 

ど連絡ください。

(電源は +山 Aのも叫侃'1]
します。

(電 源 出 接 続 します と過大電流!

が流れ、最悪の場合 ICなどの素 ll吋均一のでとく l
k注意 してください。 )

(モニタプロクラムの開始アドレス 1
です。 )

[あら治山 5V vc設定し「

ます。 過竜圧は絶対K避けてくだ |

さい。 )

電源の投入時、または 巨司

キーを押したと き、すぐに

ζピiC/C花コζ'1C/O と表示され、

モニタプログラムが実行された ζ

とを表わします。

ただ し、ア ドレス切り換えスイッ

チをE0 0 0側VL，没定 してい左い

場合でも、 しばら くすると

にど1DClClClCID と表示すると

とがありますので注意 して くださ

ν)0 

※送付先 )シ ャー ブ除式会 社
JtS子部品長業本日1)営業本日1)
'tg)'yG 8 0 T 係
干545 大lih;1 jiドロJ1{~: ~J!f区長池I!庁 2 2 - 22

注意)むi去り くださる均介、元のケース K
き九んと収めた 1:で楠包し 、制使']¥.

~l支を 15心 ぐ メ:め， 1: 問をと不IJ II J ください。

凶 2.1 SM -B -8 OTの取り倣い方法

qu 



2.1 部品の確認

SM-B-80Tvcは、次の部品が含まれています。必ず確認してください。

2.1.1 箱の前面K入っている部品

(1) SM-B喧 80Tユ}ザ}ズマニュア Jレ ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・-・…-…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..… 1冊

(2) SM-B -8 OTアプリケーションマニュア Jレ…...・ H ・..…...・ H ・..…・・…...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.. 1冊

(3) Z-80C PUプログラミング・リファレンスカード…...・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.. 1冊

(4) C PUポード 100ピンコネクタ….......・ H ・.....・ H ・………...・ H ・..…...・ H ・・ H ・H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・・ 1個

(6) L S 1資料 ....・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2部

0 ユーザーズマエュアル

1∞ 
oアプリケーションマニュアル I Iピン

o リファレンスカード I Iコネ
クタ

o L S 1資料

図2.2 前面K入っている部品の配置

2.1. 2 箱の内側K入っている部品

(1) SM-B-80T CPUボード (LH-8H02-CPU) ...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.......・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・1枚

(2) SM -B -8 0 T キーボード (LH-8H02-KEY) ………...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…… 1台

(3) リモート用ケープル ( 2.5ゆイヤホンプラグ付)…...・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..…… 1本

(4) AUX/イヤホン用ケープ Jレ(3. 5ゆイヤホンプラグ付〉・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…… 1本

(6) 34芯フラットケーフ勺レ (34ピンソケット付〉・ H ・H ・-……...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.. 1本

(6) ホルダ一……...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…・ H ・H ・.. 2個

oCPUボード

。ホルダー
0 キーボード

図 2.3 内側K入っている部品の配置
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oリモート用ケープル

o AUX/イヤホン用ケープJV

034芯フラットケープJレ



2.2 ホルダーの使い方

CPUボードの両端K取り付けられているホ Jレダーは、プリント板を浮かすためのもので-す。プリント板を増す

ときにはホルダ一同志を重ね合わせられるように左 っています。

ホJレダーでプリント板は約 2cm浮いた状態K左りますが、安全を考えてプリン ト板の下K導電性のあるもの (金

属類など〉は絶対に置か左いでください。

図2.4 ホノレダーの使い方

2.3 道具の準備

SM-B司 80'Tを動作させるに必要な道具は次のように左ります。

(1 ) 直流安定化電源 5V 最大 2AC標準構成)x 1台

(2) オーディオカセットテープレコーダ

AUX端子またはLINE端子とイヤホン端子、または外部スピーカ端子がついているものが必要ですD

リモート端子がついて左くても使用できますが、ついていれば自動スタ ート/ストップができますので便利で

す。

(注)オーディオカセットのイヤホン端子がク リス タノレイヤホン専用 と在っている場合には、インピー ダンスの差

により誤動作しますので、この用途Kは不適当です。

F
D
 



2.4接続方法

SM-B-80 Tの接続は基本的Kは次のようになります。また、キーボードとの接続は12(34ピン〉の 1ピン

表示と 34芯フラットケープJレの 1ピン表示〈着色部)を合わせて接続します。

フラットケープJレ

GND 

仁コ仁コ

CPUボード

1I I I I 1 
|I I I I I 
|I I I r 1 
|I I I I 1 
l I I I I I 

l
d
t
m
H
 

J
1 

(100ピン) I
H戸

J
H
H

キーボード

図 2.5 SM -B -8 0 Tの基本的左構成

2.4.1 電源の接続

電源を接続するために 2本の電線が必要ですが、 +5VVL赤色、 OV(GND)に黒色の線を使うのがよいで

しよう。

電源を接続するには、図 2.6のようにプリント板の電源配線部分K半田付けする方法と、図 2.7VL示した 1
1

(100ピンコネクタ)のピンK半田付けする方法があります。

CHECK端子

赤色線(喝V)

を半田付け

します。

。
1/34ピン) 黒色線 (GND)

をGND用穴K

半田付け

します。

CPUボード

図 2.6 プリント板へ半田付けの場合
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1盤 関了

~\ 
(部品面.半田面共)(部品面，半田面共〉

ノV
-5V GND 

〈部品面，半田面掲(部品面.半田直誤)

図 2.7 J 1 (100ピンコネクタ〉へ半田付けの場合

+ 12 Vと -5Vの電源は、 3電源のEPROM(2708タイプ〉を使用する ときのためのものです。詳細

は 6.4項のEPROM使用方法を参照してください。

2.4.2 電源、に関する注意事項

電源には、 ACスイッチと DCスタンパイスイッチの両方が付いているものを使用してください。

ACスイッチだけが付いている電源を使用するときは、図 2.9のようにDCスイッチを付けてください。

(注〉電源、のACスイッチ ON/OFF時に電源トランスK発生するサージ電流で、 DC出力Kスパイク上の異

常電圧が乗ることがあります。

最悪の場合陀は ICなどの素子に悪影響を与えます。

r
h
v
L
一

ー

図 2.8 好ましい電源

AC 
100V 

し一一一一一一二一一__j一一一一一」
GND 

図 2.9 DCスイッチを取り付けた場合
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ユーザROMエリアK3電源のEPROM(2708タイプ〉を使用するときも電源KはDCスタンパイスイ

ッチが付いたものを使用してください。

DCスタンパイスイッチが左い電源はDCスイッチを外付けしてください。

3電源を使用するときの電源投入順序と切断順序

(1 ) 投入順序 (2) 切断順序

-5V 

↓ 

+12V 

↓ 

+5V 

2.4.3 オーディオカセットとの接続

+5V 

↓ 

+12V 

-5V 

メモリ K入っているデータ(プログラム〉をカセットテープK記録したり、カセットテープに記録したデータ

をメモリ K読み込んだりできます。これにより作成したプログラムをカセットテープに記録して保存できます。

また、必要なときにはωつでもカセットテープに記録したプログラムを再生できます。

(1) メモリの内容をカセットテープK記録(カセットテープへのストア〉

(a) オーディオカセットにカセットテープをセットします。

(b) リモート用ケープルの一方をCPUボードのREM端子へ、他方をカセットのリモート端子へ差し込みま

す。

(c) AUX/イヤホン用ケープルの一方をCPUボードのAUX端子へ、他方をカセットのAUX端子へ差し

込みます。

(d) カセットの巻き戻しボタンを押してカセットを巻き戻し状態にしてから次のキー操作で巻き戻してくださ

νョ。

回 国

回園

(e) テープの巻き戻しが終わりましたらカセットの PLAYボタンと RECC録音)ボタンを同時K押して録音

状態にしてください。

(f) メモリの内容をカセットテープに書き込む(記録〉場合は、次のキー操作を行ってくださ ¥()o

-8-



日白日臼園
メモリの開始アドレス

臼 臼日日
メモリの終了アドレス

回 国

(2) カセットテープより の読み込み(カセッ トテー プよりのロ ード)

(a) オーディオカセット陀カセットテープをセットします。

…・カセットテープに書き込みたいメモリ

の開始アドレスを指定します。

-・メモリの終了アドレスを指定します。

...・H ・前K指定したアドレスのメモリの内容

をカセットテープ陀書き込みます。

このキー操作でカセットは自動的に動

き出します。

(b) リモート用ケープルの一方をCPUボードのREM端子へ、他方をカセットのリモート端子へ差し込みま

す。

(c) AUX/イヤホン用ケープルの一方をCPUボードのPHONE端子へ、他方をカセットのイヤホン端子

へ差し込みます。

(d) カセットの巻き戻しボタンを押して巻き戻し状態にしてから次のキー操作でテープを巻き戻してください。

回 国 一日…一叩ーめます

回国 巻き戻ーましたらカセフトのー…す。

(e) テープの巻き戻しが終わりましたらPLAYボタンを押して再生状態Kし、カセットの音量ツマミを中間

~最大の聞にしてください。

また、音質調整ツマミがあればこれも中間~最大の間Kしてください。

(f) カセットテープの内容をメモリに読み込みたい場合は、次のキー操作を行ってください。

I I ILOADI 
SI-llFTI I INC I ........・ 自動的にカセットが動き出し読み込みを始めます。

(注)カセット テープを巻き戻す場合は、磁気テープの部分で停止してください。

〈テープの頑の部分Kは磁気テ ープで左い所があります。)
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2.6 システムの鉱張

SM-B-80T は、ボード内で簡単Kメモリ、パラレ Jレ 1/0ポート、ノ〈スドライパを増設できますが、その方

法について説明しますo

2.5.1 メモリの増設

ボード内では、ROM1Kノ〈イト、RAM1.25Kバイトを実装していますが、さらに、 ROMを1K/"イト、

RAMを2Kバイト増設できますo

増設方法を次K示します。

(1) ROMを増設するときは、図 2.10ttL示す部品番号 U17の位置K取り付けます。

(2) RAMを増設するときは、 1Kノ〈イト単位K図 2.10 ttL示す部品番号の位置に次のように取り付けます。

o 1 Kバイト増設の場合 U25 とU34 の位置に取り付けます。

o 2Kパイト増設の場合 U25 とU34， U26 と U35の位置に取り付けます。

(注)ROMttLE P ROMを使用する場合は、 6.4項(第 6章)を参照してください。

r、、，

〉 I > I 
U35 2114 U34 2114 

〉|〉|

U 26 2114 U 25 2114 

U 17 7侃5

RAM : 2 1 1 4タイプ

ROM : 705 5または

2 7 0 8タイプ

1 

灘露懸慈露週 議盤慈懇翠調

U33 2114 U 32 2111 

議線機翠3
U 24 2114 U 23 2111 

U16 7侃5

臨調 はメモリ実装

U 16， 17は24ピンICソケット実装

5 10 15 

J
1 

(100ピン)

図 2.10 メモリの増設

2.5.2 パラレ Jレ 1/0ボート (PIO)の増設

パラレルの 1/0ポートとして 8ピット x2ポート (Z-80 PIOx1個)増設できますo

PI0を増設するときは、図 2.11K示す部品番号 U51の位置に取り付けます。

また、このPI0の 1/0ポートの信号ラインはJ3 (44ピンコネクタ端子 )K配線されています。

13の端子配列は付録5の端子配列図を参照してください。
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J 3 (4 4ピン)

01 

。
V06 91 1 Ef 

装実y
 

ケソハしン。ヒnu 
a
uT
 

U 51 P 1 02 008 1 

J 3適合コネクタ : 460 0ー044-112 ケ Jレ綿製

図 2.11 P 1 0の増設

2.5.3 パスドライパの増設

SM-B -8 OTでは、双方向性アドレスパス、双方向性デー タパス、コントロール信号用ノ〈スを設けています

ので、システムを拡張したいときは図 2.12 ltL示す部品番号U1"""'"U9の位置に取り付けてください。

J 1 (100ピンコネクタ端子〉の各信号の端子配列は、付録5の端子配列図を参照してく ださい。

。双方向性アドレスパス ……… Us"""'" U8の位置に8T 2 6を取り付けます。

o双方向性データパス ...・H ・.. U 1，2 の位置に8T 2 6を取り付けます。

oコントロー Jレ信号用ノ〈ス ・….. U3の位置に 8T97を、 U4の位置に8T28を、 U9の位置に

7 404を取り付けます。

EコEコZコEコZコEコEコEコEコ
U 9 04 U 8 T 26 U 7 T26 U 6 T26 U 5 T26 U 4 T28 U 3 T 97 U 2 T26 U 1 T26 

J1 (1 0 0ピン〉

図 2.12 パスドライパの増設

双方向性データパスの制御方法については6.7項を参照してください。

(注) 1 Cをプリント板K半田付けする際K使用する半田ゴテは、アース付きのものを使用してく ださい。
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2.6 モニタフ。口クーラム

SM-B - 80T~は、プログラムの誤りを捜し出し、修正する機能をもったモニタプログラムが実装されていますo

以下Kモニタプログラムの簡単左説明をします。

2.6.1 キーボードパネルの構成

ADDRESS DATA 

一
回
目
固
園
田
一

面
白
日
目
白
一

面
白
日
日
巴
一

面
白
白
巴
白
一

一
回
白
回
目
白

図 2.13 キーボードパネル

レジスタキー/データキー

。レジスタキー(上部分と A.......Fキー)

レジスタの指定K使用します。

。データキー (下部分と A.......Fキー〉

16進数を入力するときに使用します。

ヮ“'
i
 

データ表示部

4個の7セグメント LEDで、

キーからの入力データや、 AD

DRESS部K表示しているメ

モリアドレス、または、 レジス

タの内容を 16進数で表示しま

す。

アドレス表示部

4個の7セグメント LEDで、

アドレスセットされたアドレス

を16進数で、または、レジス

タ名をシンボ Jレで表示します。

ファンクションキー

SM-B -8 ，() T~対して動作を

指定します。



2.6.2 キーボードスイッチとコマンド

SM-B-80Tで使用するキーボードスイッチのコマンドについて説明します。

回
回
固

国

回

回

目

回

国

巴
巴

プログラム異常(プログラム暴走)によるCPU停止左どに対して、システムを初期状態K戻

します。

乙のキー操作後、ダブルファンクション構成キーの上部コマンドが有効になります(ファンク

ションキーの青色文字のコマンド)。

REG' : レジスタの内容を表示させるときに、補助レジスタを指定します。

REG : レジスタの内容を表示させるときに、主レジスタを指定しますロ

REM: オーデ ィオカセット用のリモートスイッチをON/OFFします。

ADRS: データ表示部K表示している 16進数4桁のデータを、アドレス としてアドレス表

示部に表示し、そのアドレスのメモリ内容をデータ表示部に表示します。

データ表示部の下位 2桁K表示している 16進数データを、アドレス表示部K表示しているメ

モリのアドレスへ書き込み、アドレス表示を+1します。

あるいは、データ表示部の下 2桁、または、 4桁K表示している 16進数データを、アドレス

表示部K表示 しているレ ジスタに書き込み、次のレジスタ名を表示 します。

アドレス表示部に表示しているアドレスからユーザプログラムを実行します。

プログラムカクンタ (PC)が示しているアドレスからユーザプログラムを 1命令実行します。

LOAD : カセットテープに記録されたプログラム(1 6進データ)を、そのプログラムで指

定されているアドレスのメモリへ書き込みます。(プログラムのロード)

1 NC : アドレス表示部K表示 しているアドレスを+1し、データ表示部にそのアドレスの

メモリの内容を表示します。

または、アドレス表示部K表示しているレジスタ名を次のレジスタ名に変更し、デ

ータ表示部Kそのレジスタの内容を表示します。

STOR: アドレス表示部に表示しているアドレスから、データ表示部に表示しているアドレ

スまでの メモリの内容を、カセットテープK記録します。(プログラムのストア〉

DEC : アドレス表示部K表示しているアドレスを -1し、データ表示部にそのアドレスの

メモリの内容を表示します。

または、アドレス表示部に表示しているレジスタ名を前のレジスタ名K戻し、デー

タ表示部にそのレジスタの内容を表示します。

。---F : データ(1 6進数〉の入力K使用します。

アドレス表示部Kレジスタ名を表示し、データ表示部にそのレジスタの内容を表示します。

PC フ。ロク.ラムカクンタ

SP スタックポインタ

IX インデックスレジスタ X

IY インデックスレジスタ Y

q
d
 

'
i
 



BA プレークアドレスレジスタ

BC プレークカクンタ

インターラプトページアドレスレジスタ

1 F インターラプトイネープJレプラク.レジスタ

A(A') アキュムレータ

F (F ，) フラク.レジスタ

B (B ，) Bレジスタ

C (C ') Cレジスタ ( 〉内は補助レジスタ

0(0') Dレジスタ

E (E ') Eレジスタ

H(H') Hレジスタ

L (L ') Lレジスタ

2.6.3 表示

1 6進数とレジスタ名は、 7セグメント LEOItC次のように表示します。

(1) 1 6進数キーと表示

キ ー 表示 キー 表示 キー 表示 キー 表示

。
1;' 4 L-， ， 8 ，， .. ， ， C ._ 
， ， 5 E47 E 9 ，E圃，，， D I~一，， 

2 ，圃~I 6 ιtアE A ，，圃-，E， E ，，圃.; 

ろ .. ， ， 7 E-E E B ，L •• ， F gsa -
L一一一一一一

表 2.1 16進数の表示
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(2) レジスタキーと表示

IREG' I I I 
レジスタを表示させる場合、主レジスタは |一一ー |キーを、補助レジスタは ISHIFTI キーを押した後、I REG I -W . . - W _ I 

I REG' I 
|一一 - I キーを押してから下記レジスタキーで表示させます。
I REG I 

主 レ 乙/ ス タ 補助レジス タ

キー 表 刀て キ ー 表 刀ミ 表 刀て

P C Es.-.，USE E A g，.-， ， A 

S P rコr，守 B EL J B 

1 X fJ j-j C C 

'I!S 
1 Y SS E4EE S D E.-， E D 

B 
E ，S.圃J E g 

1 F g 8 g2E-7 F J園一 F 

H IF-E H 

L 
量

L 

表 2.2 レジスタの表示

2.6.4 アドレス切り換えスイッチ

SM-B-80Tは、アドレス切り換えスイッチの設定を変える乙とにより CPUのリスタートアドレスを次の

ように変更できます。

E 000←ー→ 0000 E OOO←一一~ OOOO

リスタ ートアドレ スはEOOO番地となり ます。

E 0 0 0 : モニ タプ ログラ ムの開始アドレ ス

リス タート ア ドレスは 0000番地となり ます。

000 0 : ユーザプ ログラムの開始ア ドレス

phd 

'
i
 



2.7 簡単な動イ乍の確認

SM-B-80Tが正常に動作しているかどうかを次の順序で確認してください。操作方法の詳細は、第 3章を参

照してください。

2.7.1 メモリの内容表示と変更(メモリへの書き込み〉、キーボード確認

次のキー操作で7セグメント LEDの表示内容を確認してください。乙のキー操作の前の電源投入で、 LED

表示一一回トを…くい

キー操作

アドレススイッチ

EOOO側

電源投入

園

田日
日巴回
目白回
目白回
回目回
回日回

回巴 回

回回 目

ADDRESS DATA 

|1 1 1 11 1 1 1 l E000:…プロク

ラム開始アドレス

lC/I口|ロIc/llololcdol…ロラ

lC/I C/I C/I C/II口 C/Ix 1 x1 xx:oooo 

l01 C/I口lullcldlElFl;z;22

l01 C/lol1J Id13144JJ;;??227;: 
| | 口| 口| 口|旧凶♂司11c/1忙川Cd|×ぺIxイ

| 口| 口| 口|ほ凶ヨ封|ハ|叶δ Ixぺ|司

|Lいい凶，~口AんごコC/ I

| 口| 口| 口|恒凶5引|ハ!口|同阿月刈Ixlxペi 
|七口| 口| 口|同川δ剖|ハ1'-/叶叶1

1ワ叶71xlxぺ| 

| 口! 口l 口| ワ叶11口l δθ11 x 1 xイ| 

-16-



回 回回 lCJIC/I C/J ElII♂111 x I x 1 

日回日 h1C/I c/lヲIldl'-!1xl xl 

巴日 EI ~I oJ 01 !~II FJrl x L><J 

凹回目いいlolbII/71'-!1xl xl 

回目回 1CJlolCJI叶1/=/10
/
1x 1 x 1 

巴回回 lC/I0101 c:1I /101 x 1 x 1 

巴 日回 1olololEIIFI[1xl xl 

日巴回 loloICJIFII[I=:1x 1 x 1 

巴巴回|口101山11♂1[1xl xl 

日巴回いい1/1 !IIElol )く 1x 1 
(注) x xは O"""'Fの 16進数字左ら全て可です。

2.7.1でメモリ K書き込んだデータ(プロ グラ ム)は、 2.7. 2 ......， 2. 7. 4項の動作確認でも使用 します。

2.7.2 0番地スタートの確認

ユーザRAM領域の開始アドレス、o0 0 0番地からプロ グラム を実行するかを確認します。

前項、 2.7.1vr引き続いて次のキ ー操作でREM端子用LEDが点灯する ζ とを確認 してください。

キー操作 ADDRESS DATA REMoLED 

000 0側

ユーザプログラム開始アド

レス

アドレススイッチ

回 11 1 1 11 1 1 1 1 
、、 1，
、-， 

消灯します 。

司

4
唱

E
A



プレーク動作の確認、2.7.3 

2. 7. 1項でメモリ K書き込んだプログラムを使用してプレーク動作を確認しますo 2.7.2項K引き続いて次の

キー操作で表示を確認してください。

モニタプログラ

ム開始アドレス

DATA ADDRESS キー操作

アドレススイッチ

EOOO側

回

ゴ!日lbIR| 回固
プレークアドレ

スを o0 0 5番

地に設定

I10lc/lc/151 MI/~I-I 回回回回
11C/ICJIC/I口|-一

一「
L

一

一仁口一回
繰り返し回数を

1回に設定ゴ11olc/l と回巴回
2.7.1項のプロ

グラムを 000

5番地より開始

します。

11口|ο|口131日巴回回回
10101口13l101511511E国

実行後、プレー

クアドレスo0 

o 5番地を表示

して停止します。

l010lc/1511口|月1x 1 x 1 
アキュムレ

ータ内容

プレークアドレス

回

(注) x xは O.......Fの 16進数字左ら全て可です。

プログラム実行をプレーク動作で行うと、 ADDRESS表示部にプレ ークアドレスを、 DATA表示部陀ア

キュムレータの内容とフラグレジスタの内容を表示してプログラム実行を停止します。
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1命令実行、LED動作の確認ユーザレジスタの内容表示と変更、2.7.4 

2.7.3項のプレーク動作確認K引き続き次のキー操作で表示を確認してください。 LED動作は、 D.P.も含

CD.P.はデシマ Jレ。ポイントの略〉めた全セグメン トを点灯させて確認します。

ュ

内

柄

数

更

地

グ

令

止

キ

タ

十

進

変

番

ロ

命

停

ア

一

U
6
K
0
5
プ

1
て

レ

μ
1
8
す

0
の
を
し

A

ム

容

午

を

0
ま

0
ら
ム
行

。

ァ

容

の

し

0
か
フ
実

J
l
m
]
日
目

×
一
口
一
一

DATA 

11c， 1，.::1 1 ol/-i 1 

ADDRESS 

日回日

キー操作

固
× ゴ回日凹回

~口 |ο1 5 11 1.ごl日
08 : Bレジ

スタ内容ゴ回日固

回
08 :補助ア

キュムレー
タ (A')内

ポ守

廿

11。|口|σ|θ|回/日固日
回

LED全セグ
メント点灯日

(注) x xは O"-'Fの 16進数なら全て可てJ す。

1命令を実行してプログラム実行を停止するときは、 ADDRESS表示部に次の命令の先頭アドレスを、

DATA表示部(1[1命令実行後のアキュムレータとフラグレジスタの内容を表示します。
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2.7.5 メモリ (lKバイ ト〉 動作の確認

lKバイト RAM(LH-2114-3X 2個 )Klバイ ト単位で16進数の o0、または、 FFを書 き込ん

だ直後K読み出しを行い、メ モリが正常であるととを確認 します。

次のキー操作でプログラムを メモリへ書 き込んで ください。プロ グラムの格納Kは、 モニ タワーキン グエリア

用RAMを使用 します。

キー操作 ADDRESS DATA 

日目 白 田
園

田 巴回
目白回
回回目
白 日回
回 回 目
巴巴回
回目回
巴回 目
回回目
白日回

巴 日目

|xl x/ Xl xl/ F I /~ l o I Cl I 

lFIFlolollolο1 x 1 x/ 

l 1~ I F l o l / ll 口 1 5 1 x 1 x 

lFl F l o | ♂ 11 /~ 1 := lxl x l 

| 1~ 1 := l o I 3 11 ♂ 1 /1 x 1 x 1 

l F I F l o l '-/ II F I /~lxlxl 

| jご 1 /~l o 1 5 11 0 1 3 1xlxl

|FlF|口l!ill叶。1x 1 x 1 

l 1~ I F l o l '7 11 叶ε 1 x 1 x 1 

lFIFI 0/13116113/ x 1 x 1 

lFlFlolg||♂lolxlxl 

l j~~1 0 / F11/ 0 /61 x 1 x 1 

|F 1 F /0 16/1'71 [ 1 x 1 x 1 
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lFIIご101[11bl5i×円

lFiF!。i司|♂Iblxlxl

1FlF1015|凶。1x 1 x 1 

昨 |出ご|同61xlx

lFIFl/lolloIL/IXI)(1 

|/ごIFI11/11♂181 x 1 xl 

l内ご111♂IIFI口rn
1FIFI川 Id131>く1x 1 
iFlFl/同1c:1[1 x 1 x 1 

l I~ I F I Ilsll'71t;lxlxl 
lFlFl/1611♂|♂I x 1 x 1 

l/~ I r 1 :1勺IIEIJIxJx 1 

旧1::L / 1!2J IE 1 EI_~J xJ 
lFlFl/151ivlFl×|×| 

lFlFilIR||εIcLlxlxl 
lFIFltlblP--713lxlxl 
|EIF I_:I [11，;/1 FI x I_><_J 

‘EA
 

9
u
 

日回目

白日回

巴回回

日巴回
回回回

目巴回
目白回
臼田回
目 白回

巴巴回
巴巴回
目白回
目白回
回日 回
目 白 回
回 回回
目 日目



ゴ/固iFlF|「
一
一

Jt
a
a
E
'

・

一
「
一
一

-
i
t
-
-EE'
聞回日日

/回lc131|F|F| 回回日

ゴ× 11 j:-I 1♂15 回日回

ゴlFlF|♂101lEI口|回回日
(注) x xは O"'"'Fの 16進数字左ら全て可です。

メモリへのプログラム書き込みが終了し、書き込み誤りが左ければ次のキー操作で、メモリの動作を確認しま

す。

REM・LEDDATA ADDRESS キー操作

回
|口101口|口111ごいごい1，ご111プロクラム開

lF|円。1011口IC/lol5IJセット

回回日日
国

、、 ".

# 11 回
メモ リが正常であればREM端子用LEDが点灯します。メ モリ K動作不良があると、最初の動作不良点のア

ドレスをADDRESS表示部K、DATA表示部上位 2桁Kメモリ K書 き込んだデータを、下位 2桁Kメモリ

から読み出したデータを表示してプログラムを終了します。

く動作不良例)

/ 1，.:-， 1，:-， I 11ご11ご|咋ご

DATA ADDRESS 

回
動作不良アドレス

この例では、メモリアドレスo1 0 0番地K書き込んだ 16進数のFFが、読み出しで 7Fvr変化しているの

ヮ“内
r

“

が確認できます。



オーディオカセ・2 トインターフェースの動作の確認、2.7.6 

オーディオカセットへの書き込み)
 

E
A
 

(
 

2.7.5項でメモリに書き込んだプログラムを次のキー操作でオーディオカセット K書き込んでください。

オーディオカセットに書き込む前Kは、オーディオカセットを録音状態にしてください。

REMoLED DATA ADDRESS キー操作

日
IC/1c/1c/1口 11 j':-1 /-=，/:-， 11.ごl回回日日
IFIFlolol1口 1/':-11，:-1 国

~ 
/巴

l FIFlclloIIF~IFI/IFI 

l 1  1 1 11 1 1 1 1 

1FIFI♂|口IIFIFI

日回日日
国日

オーディオカセット K書き込み中は、 REM端子用 LEDが点灯するだけで何も表示しません。

オーディオカセッ トへの書き込みが終了すると、 ADDRESS表示部K書き込み終了アドレスの次のアドレ

スを、 DATA表示部にはそのまま書き込み終了アドレスを表示します。

REM端子をオ ーディオカセットに接続した状態でカセット テープの巻戻し、早送りを行いたい ときは

I REM I 
IADRSIキー操作でREM端子をONしてください。止めたいときは、同じキー操作をするか、

-23ー
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オーディオカセットよりの読み込み(2) 

(1)で書き込んだプログラムを、オーディオカセットより読み込みます。

プログラムを読み込む前K、プログラム書き込み前の位置にテープを巻き戻して再生状態忙してください。

REM・LEDDATA AODRESS キー操作

|uw 
|口|口101口IIc71CIIC/I C7 

電源断

電源投入

、、 1，

草|1 11 1 1 
lF|F10141FlF|/lF| 

困回

読み込み終了

オーディオカセットよりの読み込みが終了したら、次のキー操作で読み込んだプログラムをチェックしてくだ

さい。表示内容は、 2.7.5項を参照してください。

DATA 

lFlF|σ|口111:: I/-=-1/::/ 1，ごl

ADDRESS 

回回

キー操作

日
lFIFIDI C/II口IC/lolEi1i300

/バ11い口|同δ|伊F|ドF叶|比J山沼山rr刊0引1 

|作F|v川F叶|い口4点刷|但同♂司11作川F片|作阿F叶，~'凶♂剖|い/1比i叫;午辺3r;;蒜Zr;芸zず;rFF刊0

/凶|恒♂司|同5副|匝ε|凶口叶| 

l
 o-

-一-一

-
e
S
F
E
S
'
-

一一十一一

・
l
』
』

S
E
'

・

日
国
国

アドレスFF1F
番地内容同F|

A
品
E

91M 

回

国



明説作操第 3章

この章では、 SM-B-80Tを操作する上で必要なキ ーの使い方、表示の見方、オ ーディオカセットの使い方など

を説明します。

システムのリセッ ト

I~ETI キーを押…にシステ叩期状態K戻されますo また、初期状
態K戻されたあとのリスタートアドレスは、 2.6.4項で説明したようにモニタプログラム開始アドレスEOOO番

または、電源を投入したとき、

3.1 

地か、ユーザプログラム開始アドレス 0000番地K変更できます。

モニタプロクボラムの基本的な操作方法3.2 

SM -B -8 0 T ltL実装していますモニタプログラムの操作方法を以下K説明します。

巴回~

データのセット3.2.1 

このとき 押したキーに対応した文セットしたwデータを 16進数キー

字をデータ表示部K表示します。

(操作例 1) 

1 6進数の 1Aをセ ットする例を示 します。アドレス切り換えスイッチはE000側K設定してなきます。

(3.2.1項以降も E0 0 0側K設定〉

DATA 

クロプ

戸行

タ

実

ニ

ム
モ
-
ブ口口口口「，一口口口

ADDRESS キー操作

回
101口|口10110101口1111を入力

/ 

|口|口|口|口110101/1月llAを入力

回

日

Eサ作後一てOになります(注〉
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(操作例 2) 

1 6進数の 1Aを1Bと間違えて入力したときの修正方法を示します。

DATA 

~口 1 ，.:7 1 ，.:7 11 ，.:-， 1/.:71/':-1 1叶;:ニロク

ADDRESS キー操作

日
IC/lcdC:11σ11ロ|ロ1/161ぷ;!;

γJ 

IC/lc/lolol1口11161/1 
~/ 

101c71口lol|/ib|/|Rlr1AK

日巴

回

日

(注)メモリへ書き込むときは、データ表示部の下2桁のデータが有効です。

アドレスのセット3.2.2 

メモリへのデータ書き込み、メモリの内容表示やプログラムの実行をさせたいアドレスを 16進数でキ一入力

キーを押すと、入力したデータをアドレスとして表示し、そのアドレスのメモリの内容をアドレス

表示部の下2桁K表示します。

(操作例〉

モニタプログラムのアドレス EOAB番地をセットする例を示します。

DATA 

1， I E 0 ABを入
x I x I x I I 1-I ，-， I f.コ1/-，1，-， Ilコ |力

ADDRESS 

巴日回

キー操作

日 × 

iR|b|ε1 /lfj21;J 国

|xlxlxlx|は、 EOABを入力する前の表示を表わ しま す。

-26-
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メモリへの書き込み

データを書 き込みたいメモリのアドレスを 16進数で 4桁キ 一入力し、 IADRSIキーでアドレスとして指定

回 一

3.2.3 

キーを押すとセットしたアドレスのします。次に書 き込みたいデータを 16進数で 2桁キ一入力 し、

メモリにデータが書き込まれます。また、ア ドレス表示部は次のアドレスを示 し、その メモリの内容をデータ表

示部下2桁K表示します。

(操作例〉

1 2を書き込む例を示します。o 1 0 0番地から o1 0 1番地までのメモリに 16進数の 11， 

o 1 0 0を入

力

DATA 

/1c，l CJI ~日

ADDRESS 

ゴ回回巴

キー操作

回
IIc.，凶101c，l 1 1 

/1σ同II 1 I1 I1 

o 1 0 0をア

ドレスと指定凶国

日回回
~I I1 / I 1 1 
-J布 7番地内容

~I 1 _ _I_ l l /~1 

0100番主也K

1 1を書き込み/日凶回
o 1 0 0番地の次のアドレス

/ 10 I [g 回巴
01 01番主也K

1 2を書き込み

容内地

1
1
1
J〆
番

-

-

一つ
ι

-

-一円
U

-

-

-
A
I
l
 

-

-

一円
U

一コに一
，s'
'
f!

圃

J'''幽

/|口|♂11日回

トトIxlx|は、 o 1 0 0を入力する前の表示を表わ します。(注)

1 REM 1 

1 ADRSI 

そのアドレスのメモリの内容をデータ表示部下 2 桁K表示 します。また、表示させたメモリの内容を変更した~

回ぺ 押 す と メモ リ 叩i変更さ れ次のアドレスをアドレ

ス表示部K、そのメモリの内容をデータ表示部に表示します。さらに次のアドレス、ま たは、

メモリの内容表示と変更3.2.4 

キーでアドレスとして指定すると、メモリの内容を表示させたいアドレスを 16進数でキ一入力し、

一つ前のアドレス

-27-
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I LOADI ISTORI I LOADI 
のメモリ内容を表示させたいときは I_一ー|キ一、または、 I __ _ Iキーを押します。すると 1・ーー|キ

I 1 NC I -. I DEC I -. . - I 1 NC I 

I STORI 
ーでは次のアドレスをアドレス表示部K、そのメモリの内容をデータ表示部K表示します。 IDEC Iキーでは

一つ前のアドレスをアドレス表示部K、そのメモリの内容をデータ表示部に表示します。

キーはアドレスの表示を+1します(次のアドレス(注〉

キーはアドレスの表示をー lします(一つ前のアドレスを表示します〉。

(操作例〉

020 2番地のメモリの内容を 16進数のABvc変更o 2 0 0番地から o2 0 2番地のメモリの内容を表示させ、

する例を示します。

DATA 

I/~， 1，=' 1 CJ 1/=1 

ADDRESS 

× × × 回回回

キー操作

回
固

|口|♂|ロ1/1 固
0202番地の

メモリ内容表示

一コに一
一
口
一

一コ仁一
一
口
一国

|。|♂101♂1111CIR 日日
|口|♂|ο1311[1/=111lj2iF 

/イ203番地内容

|口|♂1C/I♂11 1 1[1/=112濯;

回

国
0203番一つ前のアドレス

|xlxlxlx|は、 0200 を入力する前の表示を表わします。

-28-
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ユーザレジスタの内容表示と変更

I REG' I 
ユーザレジスタの内容を表示させたいときは!一一- Iキーを押した後レジスタ名医対応したキーを入力しま

I REG I 

す。すると、そのレジスタのシンボJレ名をアドレス表示部K、

3.2.5 

レジス タの内容をデータ表示部K表示します。た

I REG' I 
だし、補助レジスタ(A' 8' C' 0' E' F' H' L')の内容を表示させたいとき は |一一一| キーを押

I REG I 

回二二2二三了土?押比…一く伐吋だ日さが九い。 ま杭た

をキ一入力し、 IWRITEI 

す前K

キーを押すとレジスタの内容が変更され、次のユーザレタスタのシンボ Jレ名をアドレ

ス表示部K、そのレジスタの内容をデー タ表示部K表示します。

(操作例 1) 

プログラムカクンタの内容を 16進数補助Bレジスタ (81)とプログラムカクンタ(p c )の内容を表示させ、

0003(1[変更する例を示します。

xl補助レジスタ

|を指定

DATA 

ゴゴl

ADDRESS 

固

キー操作

日
11C/I C/I 1 I ~三二二のE 巴

|ータを
指定

B'レジスタシンボル表示

If;|σ| '
'
'
由

一仁口一固
ブ。ロクヲムカクン

タのF鳴を表示11 ゴ
一
「
仁

一

一
刀

一

周

i
』

a
，，.
，

回

110101019 

h
f
 

ンか
ノカ

一不
一

ム
表
下
I
l
l
-

ラ
ル

一一

-
一

グ
ボ

一

l
l
-
一

ロ
J

-

'
1

-

プ
ム
一
仁
}

一
回回回回 プログラムカ

クンタ内容を

1 ~003K変
更11 | 5 1 /~/ 1 - 1 日

スタックポインタ内容スタ ックポインタシンボル表示

回|xlxlxlx|は、 キーを押す前の表示を表わし ます。(注〉

ユーザレジスタには、 8ピットのものと 16ピットの 2種類があり、その表示方法Kも違いがありますので表

3.1を参照してください。
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キーで次々とレジスタの内容を表示させるととができます。

乙のほかにユーザレジスタの内容を連続して表示させたいときは、操作例 lの方法でユーザレジスタの中のど

I LOADI I STORI 
I Iキー または I 
I 1 NC I . I DEC I 

れかを指定し、

〈操作例 2) 

レジスタの内容を連続して表示させる例を示します。プログラムカクンタを指定し、

(注)ユーザレジスタの内容を表示させる順番は表 3.1を参照してください。

|…リクン

タの内容を表示

DATA 

11 

ADDRESS 

lplcl-I 回

キー操作

国
プロクヲムカクンタ内容

1 1 1 1スタックポインタ
の内容を表示

スタックポインタ内容

1101口11I~ニ;Fの
Fレジスタ内容

110101 111221の

H1レジスタ内容

11い口1CI口11 I~忠ZZ;ニニrLν『
L1レジスタ内容

l山 ||l-示

|ー I I| 跡刈『の

F lレジスタ内容

1 1 1設問《
どり、その内容を
表示

114口LL|浦 出

11CJI口11I!ニタの

111 1 1!?iijiii: 

一一
一
ヨ
一

.
J
a
-
-，s'

同

一ζ
l二

lFI 1-1 

図

固

日回l

E 

国

国

固

11 lplcl 国

ゴ
lpicl 

E 

巴

図

画

固
プログラムカクンタ内容
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キ レジスタ
表 刀ミ 表不 の順番

ADDRESS DATA INC DEC 

図 PC  フ。ロク.ラム カ クン タ !elcl-I I x I x [ x 1 x 1 Fと・、 5---: 

S P ス タ ックポインタ | 5 | !ご~ I x! x I x 1 x 1 

1 X インデ ックス レジスタ X 1 11:-11-1 I x I x I x I x I 

1 Y イ ンデ ックス レジスタ Y 四日G I x 1 x I x 1 x 1 

BA  プ レー クア ドレスレジスタ [@円G 1 x 1 x I x 1 x 1 
. ・l

B C  ブ.レー クカク ンタ 1 bl:_ 1-1 101，.ごJ1 x 1 x 1 .・:I 

イン ターラ プトペ ージ :・I

nl G [Q]口G<TXJア ドレスレ ジスタ

1 F 
インタ ーラ フ。トイネ ー ブ I :1/-1 -1 |コGコGIiJJレプラク.レ ジスタ

H 主Hレジス タ [bJ G 1 Ci 1 CI I x 1 x I 

L 主 Lレジスタ []J G 1 C，j 1::' 1 x 1 x 1 

A 主アキ ュム レー タ IR| G lololxlxl 

B 主8レジスタ Ibl D IDletlxlxl 
: 

C 主Cレシスタ |ι| G IClICllxlxl : 

: 

D 主Dレジスタ |出 G [Q]口liEJ

E 主 Eレジスタ lE| D 10101 xl xl 

F 主フクク.レジスタ 1:-:1 G j，:-，j CI 1 x I x I 

回固 H

: 

補助H'レジスタ 1:-，1' 1-1 10101 x 1 x I 

L 補 助 L'レジスタ I:_ l' 1 -1 1 CI 1 1.:1 1 x 1 x 1 

A 補 助 ア キュムレー タ 1/-/ l' 1 .-1 11.:"/1 cd x t x I 

B 補 助 B'レジスタ 11=，1' 1-1 lololxlxl 

C 補助C1 レジスタ Icl' 1-1 1 Cf 10 I x I x 1 

D 補 助D'レジスタ ~二1 1 ' I -1 Gご，101xl xl 

E 補 助 E'レジスタ |εl' 1-1 [9Jο1 x I x 1 

F 補助 フラグレジスタ 1/-1' I -1 lulo|×|×| 
¥L ___: ー・....

xxxx:16ピット レジスタの内容表示

表 3.1 ユーザ レジヌタの表示 x x 8ピ ット レジスタの内容表示
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プログラムの実行3.2.6 

プログラムの開始アドレスをアドレスセ y トし、作成したプログラムを SM-B-80TItL実行させるには、

ブロク.キーを押しますと、アドレスセットしたメモリアドレスよりプログラムを実行しますo また、回
プログラムの実行を停止します。ラムの最後ItLHALT命令を書き込んでなきますとHALT命令を実行した後、

(操作例)

アドレス o1 0 0番地からプログラムを実行させる例を示します。

DATA 

401 CJ 1 ~日

ADDRESS 

回回回

キー操作

回
/ 1，山1101CIII I 日国

地-フ
番
グ

O
ロ
行

0
プ
実

ー
ら
を

0
か
ム11 日

|xlxlxlx|は、 o1 0 0を入力する前の表示を表わします。(注〉比一…o0番一…場合は、アドレススイッチを o0 0 0側に設定して回

キーを押すことにより実行を開始できます。

ステップ動作3.2.7 

作成したプログラムに誤りが有る場合などに、そのプログラムを 1命令ずつ実行させ左がら(ステップ動作〉

メモリやレジスタの内容を確認していけばプログラムの誤りの箇所を発見するととができます。

ステップ動作を SM-B-8 0 Tvc行わせるには、ステップ動作をさせたいプログラムの開始アドレスを 16進

日
キーを押して 1命令実行して停止するどとにメモリの内容やレジスタ

キーを押すとプログラムを 1命令実行してプログラム数でプログラムカクンタ CPC)に書き込み、

日
プログラムのどの部分K誤りがあるかを調べることができます。

実行を停止 します。このため

の内容を確認する乙とができ 、

プログラムを 1命令実行して停止したときにはアドレス表示部K次に実行するアドレスを、データ表示部の上

位 2桁Kアキュムレータの内容を、下2桁Kフラグレジスタの内容を表示します。

(操作例)

アドレス o1 0 0番地からプログラムをステップ動作させる例を示します。

q
L
 

qo 



キー操作 ADDRESS DATA 

回目 iplcl-I 11 1 1 1 l-Mン
タを指定

プログラムカクンタ内容

巴 回目回
回

lelcl-I I日
1slp卜111 1 1 1 

ン

o
w
oみ

ム

1
込

ヲ
0
き

W

K
書

フ
タ
を

一
口
一

一
口
一

スタックポインタ内容

日 l1 1 1 11 1 1 1l詰FY
次K実行すべきアド アキュムレータ フラグレジスタ

レスを表示 内容 内容

九プ 動作でプロクラム 一一回一とアドーに表示…アドレ

スからプログラムを実行 します。

3.2.8 プレーク動作

プレーク動作は、プレークアドレスレジスタ K書き込んだアドレスの一つ前までの命令をプレークカクンタ K

書き込んだ回数だけ実行して停止します。

プレーク動作を使用しますと、プログラムの中K同じ命令をある条件Kなるまで何度も繰り返す命令があると

きに、ス テ γ プ動作と組み合わせて使用すれば効率よくプ ログラムの誤りを発見できます。

プレーク動作をSM-B-80TVl:行わせるには、プログラム実行を停止させたいア ドレス(プレークポイント)

をプレークアドレスレジスタ (BA)に書き込み、プレ一クカク ンタ (BC)vrは実行回数を書き込みます。そ

し一て乙、j プ…レト…一一イ均ク湖動一…せか一プ内……ロけ山ク灯仇ラμム吋ア……ドル山レ山一ス功を

一ク ア ドレ スレジスタ (BA)が指すア ドレス(プレ一クボイン ト〉の一つ前の命令までのプ ロクグ.ラ ムを、プ レ

ークカクン タ(BC )がOにな るま で実行 して停止し ます。また、 この とき はア ドレス表示部K プレークアドレ

スレジスタの内容(プレークポイント)を表示し、データ表示部の上位 2桁Kアキュムレータ内容を、下2桁に

はフラグレジスタ内容を表示します。

(注) プレーク動作での繰り返 し回数は、 1-......255回です。 プレークカクンタが Oのときはプレーク動作は行

わずに普通のプログラム実行となります。

プレークポイントは、 CPUの命令のオペレーションコード (0Pコード)が入っているアドレスでなけ

ればなりません。

オベ レー ションコードが人っているアドレス以外をプレークポイントとして設定しますと、プレーク動作

を行いません。

q
u
 

q
u
 



(操作例〉

プレーク動作をさせたいプログラムの開始アドレスを o1 0 0番地とし、プレークポイントを o1 AB番地、繰

り返し回数を 100回と設定してプレーク動作をさせる例を示します。

キー操作

回固

回回日日
回

巴回
回

回回回回
国

日

ADDRESS DATA 

lblel-I 11 1 1 1 
ド
タ

ア
ス

ク
ジ

一
レ
定

レ
ス
指

プ
レ
を

ブレークアドレスレジスタ内容

l~/I/~I-I 11口|/lRlb|

lblcl-I 11口|口111;iiifj 

|h凶b叫1[1卜一111叫

|/バ11一111口|口11 1 

|I1 1-1 11 0 1 11 D 1口|
|口111口|口11ロ1011li;::tz 

|口 1/1/~lbll 1 1 1|;ijiit 
ブレークポイントを表示 アキュムレータ フラグレジ

内容 スタ内容

C注〉繰り返し回数は 16進数でプレークカクンタ K書き込んでくださlAo

繰り返し回数 100回=1 6進数の 64 

プレーク動作でプログラム実行を停止した後、 ISTEPI キーを押すとプレークポイントよりステップ動作を

ーす。また、回キーを押したとき (ん」クポイントよ…ムを実行します。

AUE 刊。



3.3 才ーデ'ィ才カセッ トとの接続

プログラムを入れる RAMメモリは、電源が切れるとその内容が壊われてしまい作成したプログラムの保存がき

きません。

そ乙 でSM-B-80Tは一般のオーディオカセットをプロ グラム保存K使用しています。 SM-B-80TIILは乙

のオーディオカセ ットとの聞で プログラム(データ〉をやりとりするためのイ ンターフェースを内蔵しています。

3.3.1 プロ グラムのカセット テープへのストア (プログラ ムの書き 込み〉

プログラムをカセットテープヘストアするときは図 3.1IIL示すように接続 してください。

AUX 

リモー ト

(ののl
オーディオカセッ ト

アドレスス イ ッチ

34芯;フラッ トクープル

仁コ仁コ
PHONE 

AUX 1I I I I I 
|I I I I I 
|I I I I I 
|I I I I I 
|I I I I I 

CPUボー ド

図 3.1 プログラ ムを ス トアするときの接続

キーボード

プログラムをカセットテープ。へス トアする とき は、次の手順で行 って ください。

(1) オーデ ィオカセットにカセットテー プをセッ トし ます。

(2) リモート用 ケープツレの一方を CPUボードのREM端子 CE J 1 )へ、他方をカセットのリモート端子へ差 し

込みます。

(3) AUX/イヤホン用ケー プJレの一方を CPUボードのAUX端子CEJ 2)へ、他方をカセットのAUX端子

へ差し込みます。

(4) カセットの巻き 戻 しボ タンを押し て巻き戻 し状態にしてから次のキ ー操 作でテ ープを巻き戻 してください。

回 国

回国

リモート端子をONして テープを巻き戻しますO

乙のとき REM用 LEDが点灯します。

テープを巻き戻したらリモート端子を OFFします。

ω リ片一一モ←一一一→吋ト崎端桁一子

I REM I I I I REM I 
IADRSI キー操作では OFF、 また、逆にリモート端子が OFFの ときの ISHIFT I I ADRS Iキー操作

ではON状態に左ります。

F
h
d
 

qυ 



テープの巻き戻しが終わったらカセットのRECC録音)ボタンと PLAYボタンを同時K押して録音状態K

次にアドレス表示部K、ストアしたいプログラムが入っているメモリの開始アドレスをセットし、データ表

I I I STOR I 
示部Kプログラムの終了アドレスをセットして ISHI円、| 次(r(I ___ Iキーを押すと自動的にカセットが

I I -- I DEC I 

してください。

(5) 

(6) 

動き出し、カセットテープ。へのストアを始めます。

ス トアが終了する と自動的にカセットを停止して、データ表示部Kストア前にセットしたプログラムの終了

アドレスを、アドレス表示部K終了アドレスの次のアドレス(終了アドレス十 1番地)を表示します。

ストア中はREM用LEDが点灯します。また、

(操作例〉

アドレス o0 0 0番地から 03FF番地の lKノ〈イトをカセットテープKストアする例を示します。

REM・LED

ト
W
川

J
J

き

子

お
吾
郎
哨

hh
抗

日
目

DATA ADDRESS 

×
 

×
 

×
 

×
 

国

キー操作

日
×
 

×
 国回

回回回巴 x 1 1/.コ|口 IlコIlごl

|口|ο|口|口1101ο11!???;話図

両ム|口|ムlG三回lMU41苦悩
開始アドレス

臼日巴回
プロクヲ
ムストア
中

八角
ιτ

終了アド レス

1I 図回
プログラ

ムス トア

終了1 0 1 '-/1 01口11川 11ごI1ご

ストア中は消灯

終了アドレス

|xlxlxlx|は、カセ y トテープに書き込む前の表示を表わしますロ

終了アドレスの次のアドレス

(注〉
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3.3.2 プログラムのカセットテープよりのロード(プログラムの読み込み〉

プログラムをカセットテープよりロードするときは図 3.2{f[示すように接続 してく ださい。

アドレススイッチ ー
ノ 34芯 フラットケ ーフル

ン
ト

ホ
-

ヤ
モ

，A1
叶
H
J

[θθ) 仁コ仁コ
AUX |1 1 1 11 

|1 1 1I I 
|I I I I I 
|I I I I I 
|I I I I I 

オーディオカセット CPUボード キーボード

図 3.2 プログラムを ロー ドするときの接続

カセットテープ。からプログラムをロードするときは次の手順で行コてください。

(1 ) オーディオカセット Kカセットテープをセットします。

(2) リモート用ケープルの一方をCPUボードのREM端子 (EJ 1)へ、他方をカセットのリモート端子へ差し

込みます。

(3) AUX/イヤホン用ケ ープJレの一方をCPUボードのPHONE端子へ、他方をカセッ トのイヤホン端子、

または、外部スピ ーカ端子へ差 し込みます。

(4 ) カセットの巻き 戻 しボタンを押して巻き戻 し状態にしてから次のキ ー操作でテープを巻き戻してください。

回 国

回国

リモート端子をONしてテープを巻き戻 します。

乙のとき REM用LEDが点灯します。

テープを巻き戻した らリモート端子を OFFします。

(o) テープの巻き戻 しが終りましたらカセットのPLAYボタンを押して再生状態に し、 カセットテレコの音量

ツマミを中間~最大の間Kして ください。また、音質調整ツマミがあればとれも中間~最大の聞に してくだ

さい。

I I I LOADI 
(6) 次{f[I SHIFT I 1， ~ . ~ Iキーを押すと自動的にカセ y トが動き出 しロード を始めます。

I I I INC I 

ロードが終了すると自動的にカセットを停止して、アドレス表示部Kロードしたプログラムの開始アドレス

を、データ表示部K終了アドレスを表示し ます。 また、ロ ード中はREM用LEDが点灯します。

(注)カ セットテープにストアするとき、最初の約 30秒間はデータ 1が書き込まれていますので、テ ープを巻

き戻して再生状態K したときは、この部分でテープを止めてくださ ~o

詳細は 4.3.5項のカセットテーフ。への書き込みフ才一マ ット の説明を参照してください。

可
d

q
J
 



kHz)という音がします。また、データ Oはポーデータ 1の音をスピーカに再生すると、ピー(2.4 

( 1. 2 k Hz )という音がします。

(操作例)

3.3.1項でカセットテープへストアしたプログラムをロードする例を示します。ただし、あらかじめテープを巻き

戻 して再生状態忙してくださ ~o

REM・LED

プロク.ラ

|草

DATA 

I [ 

ADDRESS 

国

キー操作

日 ムロード

中

プログラム

ロード終了lc，l口IClloIIClI:7IFIFI
ロード中は消灯

ロードしたプログラムの

終了アドレス

ロードしたプロク.ラム

の開始アドレス

プログラムの読み込みエラーですので最初からやりプログラムをロード中K次のような表示に在ったときは、

ななしてください。

(注)使用するカセットテープに傷がありますとプログラムの読み込みエラーの原因となりますので新しいもの

と交換してく ださい。

プログラム読み込みエラーのときの表示

REM.LED DATA ADDRESS 

読み込みエラーのときは

プログラムのロードを中

止します。

プログラムの作成とデバッグの仕方3.4 

SM-B-80Tの基本的な操作方法がわかりましたので次に実際にプログラムを作成 して、そのプログラムのデ

パッグの仕方を説明します。

プログラムの作成手順

SM-B-8U'Tを使用してのプログラムの作成手)1買を説明します。
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ク.ラムをテスト

プログラムの修正目

正しく左い

マイクロコンビュータ K何を行わせるか

の仕様を決めます。

仕棟K基ついてマイクロコンピェータに

行わせる仕事の処理手順をわかりやすい

ように図式的左流れ図(フローチャート)

として表わ します。

フローチャートにより、 Z-80 CPU 

ーのアセンプ リ言語でソースプロ グラムを

書きます (コーデイング 〉。

ソースプログラムを付属のリファレンス

カードを使用して機械語に変換しますD

機械語に変換 したプロ グフムをキーボー

ドからメモリ K書き込みます。

メモリに書き込んだプログラムをカセッ

トテープ陀ストアします。

モニタを使ってプログラムを実行させ、

その結果を調べます。

(注) プログラ ムを実行させた結果、メ

モリ K書き込んでいた内容が大きく

変 っていたらカセ ッ トテープよりプ

ログラムをロードしてください・・・

改めてキーボードよりプログラムを

入れ直す手聞がいりませんo

実行の結果が正しく 左ければソースプロ

グラム、機械語K変換 した プログラムを

調べて間違いを修正します。

機械語への変換間違いであればソ ース プ

ログラムの修正は必要ありませんので機

械語でキーボードより入力し直します。

プログラムを実行させた結果が正しいか

を確認します。

a 結果が正しければ以前にカセットテープ

に入れたプログラムを保存用として使用

します。

図 3.3 プログラムの作成手順
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簡単なプログラムの作成例を示します。

(例〉

オーディオカセットのリモート端子用LEDを約1秒周期で点滅させます。

ただし、リモート端子KはCPUのポートアドレスDC( 1 6進数)を割り当てていますので、次の命令でLED

を点灯させたり消灯させたりできますo

CPU命令

OUT (ODCH)，A 

IN A， (ODCH) 

機械語

03 t:tc 

DBDC 

REM・LED

点灯

消灯

(注) (ODCH )のHは、 DCが16進数であることを表わします。また、 0はアセンプラの命令で、 A""F
で始まるアドレスの前K書きます。

(1) フローチャート(流れ図〉

フローチャートを図 3.4VL示します。この中で約 0.5秒閣を数えるのKサプルーチンを使用していますo 乙

のサプルーチンの中でも、 0.1秒を数える部分と、 0.1秒を 5回数えて 0.5秒にする部分K分けてい主す。し

たがって o.1秒を 5回数えるのを 10固にすれば 1秒点灯、 1秒消灯というように変更できます。

2 秒 l

I1秒点灯‘し 1秒消灯牛

1 0回のとき

メインルーチン

L1秒 -I 

105秒 052l
，点灯、し消灯 h

，- T -， 

~一一IL_
5回のとき

サア，Jレーチン TIME.COUNT 

図 3.4 フローチャート
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(2) ソースプログラムを機械語K変換したリストを示します。

プログラムの開始アドレスはo0 0 0番地、終了アドレスは o0 1 8番地です。

Z -8 0 ASSEMBLER V 1 . 1 PAGE 

アドレス 機械語 アセンブリ言語

ORG 。
2 

0 0 0 0 -DC ー、D5、ーDーOーCCーーーO 
LOOP OUT ( 0 DC H ) . A 

5 0002 CDOCOO C A L L -_ーー TTOUNT

4 o 0 0 5 DBDC IN A. (ODCH) 

5 o 0 0 7 CDOCOO CALL TCOUNT 

6 OOOA 1 8 F 4 JR $ -1 0 

7 OOOC 060 5 TCOUNT: LD B.5 

8 OOOE 210024 LOOP1 LD HL.2400H 

9 001 1 2B LOOP2: DEC HL 

1 0 001 2 7C LD A.H 

1 1 001 3 B5 OR L 

1 2 001 4 20FB 

ER EE 邑T 

N Z. $ -3 

1 3 001 6 1 0 F 6 $-8 

1 4 001 8 C9 

ソースプログラムを機械語に変換するときは次の点、に注意してください。

(a) 1 6ピットのデータをレジスタなどに設定するときの上位8ピットのデータと下位8ピットのデータの並

びは次の例K示すよう Kします。

(例)

アセンブリ言語 機械語 説 明

L D H L • 2 4 0 0 H 2 1 0 0 .2 4， y¥.す八百J

LD HL-一一一_， / / 
下位 8ピットデータ/

上位 8ピットデー タ

HLレジスタ(!L1 6進数の

2 4 0 0をセットします。

メモリには、 21.00.24の順序で書き込みます。

(b) リラティプジャンプ〈帆 JR")左どを使用するときの例を示します。

(例〉

アドレス アセンプリ言語 機械語

002 0 

o 0 2 1 

002 2 

o 023 

o 025 

え
d

p
h
w
 

H

・
8

y

b

g

7

b

一

H

A

L

N

S

 
ヲ
lu

C

N

 

E

D

R

R

J

 

D

L

O

J

D

 

↓1
1
1
1
1
1
L
 

B

C

5

0

 

2

7

B

2
 

官
apA 

一B
一C
D

E

一F
一F

F

F

F
 /

山なに

iJR NZ. $-3JのS一ろはアセンプラの命令で、 iJR NZ. $-3Jのアドレス o023番

地から-3番地(0 020番地〉へ戻る乙とを意味します。
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ただし、機械語K変換するときは iJR NZ. $-3Jの次のアドレス o025番地を o0とし、戻りた

いアドレスまで -1を行いますo

ディスプレイスメントがプラスのときは、次のアドレスを o0とし、 +1を行いますo

(例)

アドレス アセンプリ言語 機械語

002 0 

o 0 22 

o 023 

002 4 

A
叫+

H

 

'

A

W

4

1

に
1
》

H

0

0

 

7
u

・
'

N

A

B

C

 

R

D

D

D

 

E
J
E
U
E
U
E
U
 

「
|
|
」

之叫

4
1
に
d

n

u

n

u

n

u

 

o

C

6

E

 

門

ノ

』

守

/
n
u
n
U

nζ

・

n
u
 

n
U
4
1
一
之
d
-

n
u
n
u
-
n
u
一

(3) 機械語K変換したプログラムをキーボードより入力します。

機械語K変換したプログラムをアドレス 0000番地よりメモリ K書き込んでください。

(4) カセットテープにストアします。

(3)でメモリに書 き込んた・プログラムをカセットテープKストアしてください。プログラムはアドレス 000

0""0018番地の メモリ K書き込まれています。

3.4.2 プログラムのデバックの仕方

3.2.7項のステップ動作、 3.2.8項のプレーク動作を使ってプログラムK誤りが左いかを調べます。

(操作例〉

(1 ) ステップ動作

アドレス oooo"'oooc番地の命令までステップ動作させます。

キー操作 ADDRESS DATA REM・LED

固巴 lpl[I-1 11 1 1 1 1 
プログラムカグンタ内容

回 回回回
回

lpl[I-1 1101010101 

HIpl-1 11 1 1 1 1 
スタックポインタ内容

日 |口|口|ο|♂|(上|¥上l草3
1CJI口|口1[11ム|上|尊日
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|口|口|口lE||lLl尊日

B I 5JでBレジスタ(1[1 6進数のo5が書 き込まれたかを確とと で、 アドレス o0 0 C番地の命令 iLD

|いい l o 1 51~日回日

認 します。

固

~I 1 1 1|こ|口|σ|

続いてステ ップ動作させます。

日

H L • 240 0 HJでHLレジス タベア(1[1 6進数の 24 0 0 こ乙で、アドレス OOOE番地の命令 iLD

11。101♂II_Il尊日目

が書き込まれたかを確認します。

回国

11C/I 01014準日巴固

プレーク動作(2) 

プレークポイントを 0018番地、繰り返 し回数を 1回と して アドレス 0011番地よりプレーク動作させ

lblR|-| 回

ます。

固
ブレークアドレスレジスタ内容

11とJI 
I 1仁川II。|口|lblFlI-1 回回回目

1 1o l CJ I CJ l o I ~ iblcl-I 

qδ a
q
 

回



回回
目

巴回巴巴
園

田

|blc卜1110101011|事

|11 卜1110101 1|事

|11 ト1110101/11|尊

|。|ο1/1 /11 /1 11♂Ibl草

11 1 1 11 1 1 1I~ 
プレーク動作中は消灯します。

約 1分後、次の表示となります。

| 山市!尊
ータ内容 内容

プレークポイントでプログラム実行を停止しますと、 HLレジスタベアの内容と、 Bレジスタの内容は ovc左

っています。

固 回

固

回

l/-/1 卜1110101014草

|LI卜1Ilc/lc/lc/l4草

IR|卜111010101σ|草
アキュムレータ内容

固 lbl卜1Ilol L:"IL~14 尊

続いて 0018番地"'0007番地までをステップ動作、 oooc番地からプログラムを実行させます。

日 10101015111口loILリ尊
アキュムレータ内容 フラグレジスタ内容
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日 |。|口|口|引 1 1 1 1 1 

日 |。|口101[11 1 1 1 1 

回 |1 1 1 11 1 1 1 
消 灯

滅

ま

点

し

は

返
D

り

E

繰

L
を

す

SM-B-80 Tで使用するモニタプログラム陀ついては第4章で詳しく説明します。
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第 4章 モニタプログラム

4.1 概要

SM-B-80Tのモニタプログラムは、 SM-B-80Tのキ一、 LED、カセットインターフェース左どを制御

し、またユーザプログラムの実行、修正を行いますo 次Kモニタプログラムの主左機能と特長を示しますo また

付録8vcモニタプログラムのリストを示します。

機能

① ユーザレジスタの内容表示、なよび変更

② メモリの内容表示、台よび変更

③ ユーザプログラムの実行

④ ユーザプログラムのステップ実行

⑤ カセットテープよりのロード、むよびストア

⑤ プレークポインヘプレークカクンタ機能

特長

① レジスタのシンボル表示

② 1 6ピットレジスタの変更が容易K行える

③ オーディオカセットのリモート操作

④ カンサスシティ規格採用

4.2 構成

モニタプログラムは、次の三つの部分より構成されていますo

① メイン Jレーチン

② コマンド処理 Jレーチン

③ 割り込み処理 Jレーチン

メインルーチンは、キー入力を待ち、入力されたキ -vc従って処理を進めます。データキーが入力されると、そ

のデータを LEDvc表示し、またコマンドキーが入力されると、そのコマンドの処理 Jレーチンへ制御を移します。

コマンド処理 Jレーチンは、各コマンドキーに対応した処理を行います。

割り込み処理Jレーチンは、SM-B-8σrr使用しているノンマスカ 7"Jレインターラブトの処理 Jレーチンで、レジス

タの退避、プレークカクンタの更新などを行います。
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INC 

ノン マスカプJレ

トE | コマンド処理ルーチン
インターラ フ。ト

LOAD 

STORE 

RE恥4

REG. REG' 

図4.1 モニ タプ ログラム構成

4.3 モニタサフソレーチン

RUN.STEP ユーザプログラム

モニ タで使用 しているいくつかのサブルーチンを、ユ ーザプログラム で使用するこ とができますo モニタサプ

Jレーチンの名前 と開始ア ドレスを次に示 します。

名 前 アドレス

① セグメント データ変換サプ Jレーチン (SEGCON) E324 

② 文字データ変換サブルーチン (DISP) E2F7 

③ キ一入力 。LED表示サフ勺レーチン (KEYIN) E33F 

① タイマ ーサ ブル ーチン (WAIT) E2B7 

⑤ カセットロードサプル ーチ ン (LOAD) E1C6 

⑥ カセットストアサフツレーチン (STORE) E236 

① LED表示サ ア勺レーチン ( S C AN ) E370 

以降の説明では、アド レスの代 りに 4.4項のメモリ マ ップの名前 を使用します。

ワ
s

anτ 



4.3.1 セグメントデータ変換サブルーチン SEGCON 

<機能>

DISBUF内の文字データをセグメントデータ K変換して SEGBUFvcストアします。

<開始アドレス>

E324番地

<使用レジスタ>

A， F， B， C， 0， E， H， L 

ADDR，DATAの内容は、二つのパッファ DISBUFとSEGBUFを通して表示されます。

まずADDR，DATAは、サプJレーチン DISP1によって文字データ K変換され、 DISBUFvc格納され

ます。次に各文字データは、サプ勺レーチン SEGCONによってセグメントデータ陀変換され、 SEGBUFVC

格納されます。 SM-B-80Tでは、 LED表示をソフトクエアで行っているためキ一入力・表示サブルーチン

の実行中のみ SEGBUFのデータはLEDVC表示されます。

|1 21 34 1 一
D

一

A
U
-
-
-
-

一
円
し
一

1
一

B

一

+一

A

一

Q
M
 

cd 
E
 

R
 

D
 

D
 

A
 

DATA 

くシ D1SP1 

111:__I3141 A 1 B 1 C 1 D|…F 

V SEGCON 

0615B 14F 16617717C 13915E 

くうァ

| /1♂131'-11 I/~Ibl[ 

。
SEGBUF 

ADDl 
KEYIN 

DATA 
LED 

回
図 4.2 表示データの変換

5 

SM-B-80Tは、表 4.1vc示す26種の文字を表示するととができます。

各文字Kは順K番号が割リ当ててあってこの番号を乙の文字の文字データと呼

びます。またLEDのどのセグメントを点灯させるかに対応したデータをこ

の文字のセグメン トデータと呼びますo

|71615 1 4 1 3 1 211 
ピット7ピット6 ピット5 ピット4 ピット5 ピット2 ピット1 ピットO

LED 
図 4.3 セグメントデータ
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文字 11 文字 セクメントILED
データ データ

文字
文字 セク.メント

LEO 
データ データ

。11 

:山門
2 o 2 5B 

D OD 5E EE-， S 

E OE 7 9 ，s.-7 

F OF 7 1 I・-
ろ o 3 4F H 1 0 7 4 5L 7 

4 o 4 6 6 L 1 1 3 8 
g 

'-
5 o 5 6D P 1 2 7 3 Er-， 
6 o 6 1 70 X 1 3 7 6 zL-E ， 
7 07 1 27 Y 1 4 6E L.， 2 

8 o 8 I 7F 1 5 4 0 -
ヲ

ペドf
1 6 2 0 

g 

A OA 7 7 空白 1 7 。。

B OB 7C 1 8 06 s s 

C 11 0 C 3 9 
11・ S 1 9 6D E .S 

表 4.1 文字表示変換表 ( 1 6進数 )
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<ブローチャート>

セグメント変換すフ勺レーチン図4.4

意><注

SEGCONは、デシマ Jレポイントをサポート していません。

デシマルポイントを点灯するには、 SEGBUFの対応するバイトのピット 7を1VLしなければなりません。

<例>

LEDVLl"'8の数を表示ナる Jレーチンです。

アセンプリ言語

O 

HL，DISBUF 

B， 8 

くHL ) ， B 

HL 

LOOP 

SEGCON 

KEYIN 

ORG 

LD 

LD 

LD 

INC 

D]NZ 

CALL 

CALL 

LOOP: 
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機械語

21D5FF 

o 6 0 8 

7 0 

2 3 

1 0 FC 

CD24E3 

CD3FE3 

アド レ ス

000 0 

000 3 

o 005 

o 006 

o 0 0 7 

o 0 09 

OOOC 

1

2

5

4

5

6

7

'

8

 



4.3.2 文字データ変換サブルーチン DISP 

<機能>

ADDR，DATAの内容を文字データに変換してDISBUFVLストアし、 SEGCONをコールしてセグ

メントデータを SEGBUFVLストアします。

<開始ア ドレス>

E2F7番地

<使用 レジスタ>

A， F， B， C， D， E， H， L， B'，D'， E'，H'，L' 

<フローチャート>

DISP 

〈リ ターン 〉

図4.5 文字データ変換サ 7.}レーチン

'E--
FD
 



<例〉

LEDIfL1--8の数を表示する Jレーチンです。

アドレス 機械語 アセンプリ言語

9 ORG 。
1 0 o 0 0 0 2 1 341 2 LD HL，1234H 

1 1 o 003 22E1FF LD (ADDR)，HL 

12 o 006 217856 LD HL，5678H 

1 3 o 0 0 9 22DFFF LD (DATA) ，HL 

1 4 OOOC CDF7E2 CALL DISP 

1 5 OOOF CD3FE3 CALL KEYIN 

4.3.3 キ一入力・ LED表示サア勺レーチン KEYIN 

<機能>

SEGBUF内のセクメントデータを LED表示し、キー入力を待ちます。キ一入力があればそのキ一番号を

Aレジスタに入れてリターンします。

<開始アドレス>

E33F番地

<使用レジスタ >

A " F " C " IX， IYを除く全レジスタ

<出 力>

図 4.6lfLキーの位置とキ一番号の対応図を示します。(1 6進〉

1 3 1 4 1 1 1 2 -ーーーー

C D E F 1 7 

8 9 A B 1 0 

4 5 6 7 1 6 

。 2 ろ 1 5 

図 4.6 キ一番号
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<例>

入力したキーのキ一番号を LEDVC表示します。

アドレス 機械語 アセンプリ言語

1 6 ORG 。
1 7 o 0 0 0 CD3FE3 LOOP CALL KEYIN 

18 o 003 6F LD L，A 

1 9 o 004 2 6 0 0 LD H ， 0 

20 o 006 22DFFF LD CDATA)，HL 

21 o 0 0 9 CDF7E2 CALL DISP 

22 OOOC 1 8 F 2 JR LOOP 

4.3.4 タイマーサブルーチン WAI T 

<機 能>

Bレジスタの内容を nとすると、 nx 0.5秒後にリターンします。

<開始アドレス>

E 2 s7番地

く使用レジスタ>

A， F，s，H， L 

くブローチャート >

図4.7 キ一入力。 LED表示サ 7"Jレーチン

qo 

F
h
d
 



<フローチャート>

〈リターン〉

図4.8 タイマーサアコレーチン

<例>

1秒どとにREM用 LEDが点滅します。

アドレス 機械語 アセンプリ言語

23 ORG 

24 000 0 DBDC LOOP: IN 

25 o 0 0 2 060 2 LD 

26 o 004 CDB7E2 CALL 

27 o 0 0 7 D3DC OUT 

28 o 0 0 9 o 6 0 2 LD 

29 oooB CDB7E2 CALL 

30 oooE 1 8 F 0 JR 

4.3.5 カセットロードサプルーチン LOAD 

<機能>

カセットテープよりメモリヘデータまたはプログラムをロードします。

<開始アドレス>

E1C6番地

<使用レジスタ>

A， F， B， C， 0， E， H， L 

<データフォーマット>

。
A， (REM) 

B，2 

WAIT 

(REM)，A 

B ， 2 

WAI T 

LOOP 

SM-B-80 Tのカセットインターフェースは、 カンサスシティ規格を採用してなり、次に示す仕様となって

います。
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モード 直列非同期

伝送速度

マーク(論理 u 1 ") 

3 0 0ボー

2400Hzを 8サイク Jレ

スペース(論理問 0") 1 2 0 0 Hzを 4サイクル

テープヘッダ

プロックヘッダ

テープの開始よりマーク周波数を 30秒間記録

マーク周波数を 5秒間記録

スタートピット

ストップビッ卜

1ピット(論理問 0") 

2ビ ット (論理 "1")

データビット 8ピット

-

l テープヘッダ

• "... A A 

I I I ・・・ ・1 

話

エンドプロック

00 ・・・ 。。
データプロック データブロック

百

30秒
」一一-------

5秒

』ー『戸_， ~ '--.-】~ .... ー...... ・} 、ーー-.，・--'

1 1 1 1 1 n 1 ノ、- ノ、. /'¥ ノ、. /'¥ ノ、. ノ、. 
イ イ イ イ イ イ イ
ト ト ト ト ト ト ト

図 4.9 カセットテープデータフ ォーマット

レコードナンパーは、レコードのシークェンスナンパを示す。 1--....最大255

レコードサイス・は、 このレコードのデータ長を示す。 最大255パイト

レコードタイプは、 乙のレコードの種類を示す。 tto"の場合、エン ドレコード

tt 1"の場合、デ ータレコードです。

<注意>

もしロード中にエラーを生じると、 LEDへ m 一一一一一一一一"を表示してモニタへ戻りますo

5
 

5
 



<フローチャート>

図4.10 カセットロードサフうレーチン

4.3.6 カセットストアサプルーチン STORE 

<機能>

カセットテープヘデー夕、または、プログラムをストアします。

この Jレーチンをコー Jレする前Kストアするメモリプロックの開始アドレスを ADDRへ、最終アドレスをDA

TAVCセットしていなければなりませんo

<開始アドレス>

E236番地

<使用レジスタ >

A， F， s， C， 0， E， H， L 

<データフォーマット>

4.3.5 参照
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<例>

0番地より 10 0番地の内容をカセットへストアし ます。

アドレス 機械語 アセンブリ言語

31 ORG 。
32 o 0 0 0 210000 LD HL，O 

33 000 3 22E1FF LO くADDR)，HL

34 o 0 0 6 210001 LD HL，100H 

35 o 009 22DFFF LD (DATA)，HL 

36 OOOC CD36E2 CALL STORE 

<フ ローチャ ー ト>

図 4.11 カセットストアサプルーチン

円

tF
D
 



4.3.7 LED表示サブルーチン SCAN 

<機能>

SEGBUF内のセグメントデータをLEDvc表示します。

SM-B-80TではLEDの表示をダイナミックスキャンで行っているため続けてコールしてください。

<開始アドレス>

E370番地

<使用レジスタ>

A， F， C， D， H， L 

<例>

LEDVCl--8の数を表示ます。

アドレス 機械語 アセンプリ言語

37 ORG 。
38 o 0 0 0 21D5FF LD HL，DISBUF 

39 o 003 0608 LD B，8 

40 o 0 0 5 7 0 LOOP1 LD くHL)，B

41 o 006 2 3 INC HL 

42 o 007 1 0 FC DJNZ LOOP1 

43 o 009 CD24E3 CALL SEGCON 

44 OOOC CD70Eろ LOOP2: CALL SCAN 

45 OOOF 1 8 F B JR LOOP2 

<ブローチャート>

図 4.12 L ED表示サプルーチン
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4.4 モニタワーキングエリアのメモリマップ

SM-B -8 0 Tは、 FFOO番地より FFFF番地ま での 256バイ トのモニ タ専用 RAMを持っています。

乙のRAMはモニタのワ ーキングエリアと して用いられます。

FFFF H プレークアドレスレジス タ H 

FFFE 
BAOOR 

L L 

FFFO BCOUNT プレークカクンタ

FFFC H 
PC 

FB L 

FA A 

F9 F 

F8 

F7 1 F 

F6 B 

F5 C 

F4 D 

F3 E 

F2 H 

F 1 L 

FO A' ユーザレ ジスタ

EF F' セープエリア

EE B' 

EO C' 

EC 0' 

EB E' 

EA H 

E9 L' 

E8 H 
IX 

E7 L 

E6 H 
IY 

E5 L 

E4 H 

FFE3 
SP 

L 

FFE2 H 
AOOR アドレスレジスタ

E 1 L 

FFEO 
DATA 

H 
データレジスタ

OF L 

FFOE REMSW リモートスイッチフラグ

FFDO FLAG キーインプットフラク.

FFDC 8 

DB 7 

OA 6 

09 
DISBUF 

5 
ディスプレイパップア

08 4 

07 3 

06 2 

FFD5 
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FFD4 8 

03 7 

D2 6 

D1 5 
セク.メントノ〈ッファSEGBUF 

4 DO 

CF 5 

CE 2 

FFCO 

FFCC MOOE モードフラグ STEP/RUN 

FFCB 

、"..、、....-、 、.... ー、、，【 、..... ・、、.... 戸、
】 F、、....-、

STACK モニタスタックエリア

A
一
?

?一

or

F
二
r

F
一F

、....-、
、....-‘、

、，ム、.... 圏、 、..... 、、..... 、
USER ユーザースタックエリア 、..... 、、;..-園、

FFOO 

表 4.2 モニタヲーキングエリア

ユーザスタックとして 154バイトのエリアが確保されています。スタックポインタは リセットするたびにこ

のエリアを指すよう設定されますので、サブルーチンネスティグは 87まで可能です。
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第 5章 SM-B-80Tハ ー ドウェア

この章では、 SM-B-80Tの構成、ハードクエアKついて説明しますo

左台、 LS 1については付属のLSI資料を参照してください。

5.1 マイクロコンビュータの基本的な構成

マイクロヌンビュータは、基本的KはCPU、メモリ、 1/0ポートで最小のシステムが構成でき ます。

図 5.1 (/L Z -8 0 C P Uを使用するマイクロコンビュータの基本的左構成を示します。

Ao'""'A15 アドレスパス

+5V l Z-80CvFIJ1「ll一一つWごcRD ー~τD:一7 

LH-0080 

MREQ 

+5V GND 工

品
Ml RD 

Ao 
φ 

Al 

図5.1 基本的左構成

マイクロコンビュータのシステムとしては一般的K経済性、信頼性から制御プログラム(モニタプログラム〉を

ROM(/L書いてなき、 RAMは、データの保存場所として、また、スタ ックとして使用しています。

Z-80 C PUは 5V単一電源で動きますので、 ROM、RAM(/Lも 5V単一電源のも のを使えば電源の種類が

少なくてすみ、電源構成が簡単になります。

コンビュー タシステムKは、 コンビュー タ内部と外部世界とを結ぶ(デー タ交信 )1/0回路が必要です。

図5.1の構成では、 1/0ポートとして Z-80 P 10を使用 しています。

Z-80 PIOは、 CPUから送られてきたデータを外部に出力したり、また、外部から入力されたデータを

コンビュータ内部のデータパスに取り込んだりし ます。

図 5.1はマイクロコンビュータの基本的左構成ですので、メモリ左どのアドレス配分はアドレス信号を直接使用

していますが、将来メモ リなどの拡張を考えた場合、ア ドレスデコードしてアドレス配分をした方が非常に有利と

左ります。
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5.2 S M -B -8 0 Tのシステム構成

図5.2v<:SM-B-8 0 Tのシステム構成を示します。

「一一一ー寸
! USER I 
I ROM! 

i2K×8i 
L一一

CPU BOARD 

「ー一一ー寸

!USERi 
i RAM I 
I 2KxB I 

しー-J

KEY BOARD 

|8DIGIT LED 

11 100PIN 

]2: 3 4 PIN 

13: 4 4 PIN 
25 KEY 

Ev M v l 
REM PHONE 

AUX 

「ーー-，

l L--J I 

図5.2 SM -B -8 0 Tのシステム構成

SM-B-80 TはCPUv<:LH-0080CZ-BO CPU)を使用しています。

OPTION 

ROMKはバイポーラのLH-7055(lKバイト〉を使用し、モニタプログラムを書き込んで l個実装して

いますく最大2個まで搭載できます)。

RAMV<:はモニタプログラム専用のLHー21 1 1 A4 C 2 5 6バイト〉と、ユーザ用として LH-2114-

3 ( lKバイト)を使用しています。また、 LHー21 1 4ー3は最大3Kバイトまで拡張できます。さらK、メ
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モリのチップ選択はアドレスデコード回路でアドレス信号As--A1Sをデコードした信号を使用しています。

オーディオカセットインターフェースは、 8251 (U ART)を使用してのデータの並列、直列変換回路と

変調回路、復調回路、リモート回路、分周囲路より構成されますo

パラレ Jレの 1/0ポートはLH-0081CZ-80 PIO)を使用しています(オプション〉。この他K、

キーボードとのインターブヱースK使用しているLHー0081もキーボードを使用しなければパラレ Jレ1/0ポ

ートとして使用できます。

キーボードは、 25キ一、 8桁 7モグメント LED、デコード回路、 LED駆動回路より構成し、 34芯のフラ

ットケープJレ(J 2)でCPUボードと接続しています。

アドレス、デー夕 、 コントロー Jレ信号はパッファを介して 100ピンコネクタ (J1 )へつながっていますので、

パップァを取り付けることにより J1を用いてシステムを拡張できるよう K左っていますo

SM-B-80Tは乙の他K、リスタートアドレス変換回路、リセット回路、水晶発振回路左どにより構成されて

います。

図5.3 VL S M -B -8 0 Tのシステム構成の詳細を示しますo

5.3 アドレス配置

SM-B-80Tのメモリアドレス、ポートアドレスについて説明します。

5.3.1 メモリアドレス

表 5.1 VL SM -B -8 0 Tのメモリアドレスを示し ます。

メモリのアドレス配置は、アドレス信号A1S..........Asをデコードして各メモリのチップ選択信号として使用して

います白

ROMは、アドレスE0 0 0番地""E7FF番地の 2Kバイト陀配置していますo

モニタプログラムが使用するRAMは、アドレス FFOO番地--FFFF番地の 256バイトK配置していま

す。

ユーザ用RAMは、アドレス 0000番地--OBFF番地の 3Kバイト K配置しています。

5.3.2 ポートアドレス

表 5.2vrSM-B-80Tのポートアドレスを示します。

ポートアドレスの配置は、アドレス信号A7..........Aoをデコードして各 1/0ポートの選択信号として使用して

いますo

ポートアドレスのDE""FFは将来のシステム拡張用としていますo
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一一 LH-211lA4 
CE. 

1 RAM 

256WX4 
CE~ OD R/W 

ぽ
回
鍵

4
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M
円
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前

宅f

c.o 

的
.
的
図



アドレス 容量 メモリ 内
，廿宅内~ アドレス 内 ~ー仕晶ー-

FFFF LH-2111A4 
256 RAM 

FFOO (ワーキングエリア)

FF 

DE 
システム予備

FEFF 

75+ 6K 8 
ブ フ ン ク

E800 

E7FF LH-7055 

E400 
lK ROM 

(オプション)

E3FF LH-7055 
lK ROM 

EOOO (モニ タプ ログラム〉

セット COUT命令〉
00 U50 F/F 

リセット Ci N命令〉

ON COUT命令 〉
DC リモート端子

OFFC i N命令〉

DB コントロール
825 1 

プーDA タ

D9 STEP 

OFFF D8 ARES 

D7 ポート Bコントロール

53K ブ フ ン ク

06 ポート Bデー タ

D5 
PXU2 

ポート Aコントロー Jレ

D4 ポート Aデー タ

D3 ポート Bコントロー Jレ

。COO

OBFF 
LH-2114 

2K RAM 

040 0 
(オプション)

D2 ポート Bデー タ

D1 
P 101 

ポート Aコントロール

00 ポート Aデータ

CF 

03FF 
lK RAM 

LH-2114-3 

o 0 0 0 (ユーザエリア〉

ブ フ ン ク。。

表 5.1 メモ リアドレス 表 5.2 ポートアドレス

5.4 リスタート回路

リス タート恥電源似一回ぺ押したときにCPU，PIO， 8251，…  

どをリセットするためのものです。

一入または 回キーを押すことにより RE S iO; "L … ないの L"レベルの聞が

リセット期間となります。また、こ の信号はC1 とRsの時定数で ttH"レベルに なりますが、 帆 H"レベ Jレにな

るとリスタートし ます。

CPU， PIO， F/FK対してはRESETが、 8251ftL対してはRESETが リセット信号K走り ます。

* また、 MRESETは外部よりリセット信号を入力するラインです。

図 5.4ftLリスタート回路を示します。また、図 5.5Kタイミングを示します。

-65-



+5V 

間←
'
h
t
 

ぃホキ

t
1
1
1
1
1

1
1

」

J 1-11 

12 RESET CPU， PIO， F/Fへ)

RESET (8 2 5 1へ)

U13 : 74 LS 1 4 

lh1 : 74 LS 3 2 

図 5.4 リスタート回路

函つ
RES H 

L 

RESET H 

L 

一一一_ H 
RESET 

L 

→1 
リセット期間

図5.5 電源投入台よび手動リスタートのタイミング波形

回 キぺ一寸を肌肌山一た此とωき抑の…チhヤげタリMンけ ク川と巾Rsの崎時撒加…対〈巾で吋い吋ます九白

5.5 アドレス変換回路

アドレス変換回路は、アドレス切り換えスイッチでCPUのリスタートアドレスをユーザプログラムの開始アド

レス o0 0 0番地か、モニタプログラムの開始アドレスEOOO番地のどちらかに変換するためのものですo

図 5.6ltLアドレス変換回路を示します。
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Z-80 CP  Uのリスタートアドレスはo0 0 0番地ですが、アドレス切り換えスイッチを E0 0 0側K設定

してなきます とRESETVLより 74 7 4 ( U 47 )が4l~H " にセットされますので、ClPUのア ドレス信号1¥15"-'

A13を明日 "(1)VLしますo これによりアドレスがE0 0 0番地に変換されます。

モニ タプログラムを EOOO番地より実行します と次の命令が書き込まれていますのでCPUのプログラムカク

ンタ (PC)の書き換えと、 7474(U47)を帆L"に リセ ッ トするためアドレス信号A15---....A13を 帆H"(1) 

にするのを中止しますo 命令の詳細は付録8のモニタフログラムリストを参照してください。

1 6進アドレス

EOOO 

E003 

機械語 アセンプリ言語

C303EO JP $+3 

D3D8 ~ OUT (SYS)，A 

X五日信号~7 ~E 00 3番地へジャンプし ます。
(ポートアドレスD8)

ポートア卜νスデ、コ ド

回路よ り

5.6 ステップ回路

+5V 

図 5.6

9 

(プロ グラムカクンタの書き換え )

ステップ回路より

U41 ~74LS32 

U47 ~ 7474 

アドレス変換回路

1 
A13 

A14 

A15 

A13' 

ステップ回路は、シンク勺レステップ機能Kよりプログラムの中の 1命令を実行したときに NMI (ノンマスカプ

ルインターラプト)を発生させるためのものです。

図 5.7VLステップ回路を、図 5.8ltCステップ回路のタイミング波形を示します。

回一 しますとC

で74LS74(U2幻7一うYz)を帆H"κ セ ツトしてカクン タ74 1 6 1 ( U 36 )をカ クント可能左状態Kし主す。

また、 同時VLt 4 1 6 1 (U 36 )κ 0， C， B， Aの入力状態 C1 0 1 1 )をセット します。

プログラムの 1命令を実行してカクンタが 1011ltC左ると NMIを発生 してCPUttL送り 、CPUはこれに対

してアドレス信号Kノン マスカア勺レイ ンターラブトのア ドレスo066番地を出力 します。 これをステップ動作の

処理Jレーチン E066番地K変換しています。

処理 Jレーチンでは、 ARESCポートアドレス08)を帆L"レベルにして 74LS74(U27-Yz)と 74161

(U36 )をリセットし、 1命令実行後の結果をユー ザレジスタ K退避させ、次の命令が入っているアド レスをアド
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レス表示部花、アキュムレータとフラグレジスタの内容をデータ表示部K表示する処理を行っています。

ポートアドレスデコ ード

回路より

STEP 

STEP 

⑧点

(M 1 ) 

CARRY 

NMI 

⑤ 点

ARES 

A15-A13 

A15'''''' A13' 

H 

L 

H 

L 

H 

L 

H 

L 

H 

L 

H 

L 

+5V 

ARES 

RESET 

RESET 

図5.7 ステップ回路

一

NMI (CP~) 

U13 :74LS14 

U 21..11: 7 4LS3 2 

U27 : 74LS74 

n 28 : 74LS02 

(J 36 : 74 1 61 

(J37 : 74LS08 

U 

図5.8 ステップ回路タイミング波形

一68-

0066番地を

E066番地K

変換



5.7 アドレスデコード回路

アドレスのデコード回路Kは、メモリのチップ選択用信号を発生させるメモリアドレスデコード回路と、 P10， 

8 2 5 1のチップ選択信号や、ステップ回路左どK使用する制御信号を発生させるボートアドレスデコード回路が

あります。

5. 7. 1 メモリアドレスデコード回路

図 5.9/![メモリアドレスデコード回路を示します。

ユーザRAM領域のデコード回路では、アドレス o0 0 0番地-----1FFF番地を lKバイ ト単位でデコードして

いますが、。 COO番地-----1FFF番地の 5Kバイトは使用してい ませんo

ROM領域は、アドレスEOOO番地-----FFFF番地を lKパイト単位でデコードしていますが、 E8 0 0番

地-----FFFF番地の 5Kバイトは使用していませんo ただし、 FFOO番地-----FFFF番地の 256バイトはモ

ニタプログラム専用のRAM領域 CLH-2111A4)Vt使用しています。

メモリのアドレスについては表 5.1を参照してくた、さい。

A15' 
11 

A14' 
12 

A13' ~U22 
A12 

4 ~山一1A4

All 
3 U23・32のCE1へ

AiO 2 

A9 
5 

As 
1 

U 14， 15 : 7 4 L S 4 2 

U 21， 31 . 7 4 L S 3 2 

U22 . 7 4 L S 3 0 

l130 : 7 4 L S 1 0 

日引
へ
へ

且

一E
一E

1
c
c
 

削

ω
ゆ

F

L

'

A

唱

A

R

U

U

 

図5.9 メモリアドレスデコード回路
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5.7.2 ポートアドレスデコード回路

図5.10 I!Lポートアドレスデコード回路を示します。

ポートアドレスはDO--DFまでデコードしていますが、乙のうちモニタプログラムがDO--DDまでの 14 

ポートを使用していますo

アドレスの詳細については表 5.2を参照してください。

A
A
A
 

U19 : 74LS08 
U30 : 7 4 L S 1 0 

U38・39 : 7 4 L S 1 5 5 
U46 : 7 4 L S 1 4 

ω
へ

ゆ
沼
田
Q
M

U
-
o
g
C
 

A1 

A。
へ。ヒn

 

F
h
d
 

のY
E
d
 

可

t
a』
『

I
J

・
1
-
2

-
Q
d
-
Q
d
 

-
D
A
-
D且

図5.10 ポートアドレスデコード回路

5.8 才一ディ才カセッ トインターフェース回路

オーディオカセットインターフェース回路は、 8ピットの並列データを直列データ K変換し、乙の直列データを

可聴、帯域のオーディオ信号K周波数変調してオーディオカセットに出力します。また、オーディオカセットからの

周波数変調されたオーディオ信号をシリアルデータ K変換し、さら1!L8ピットの並列データ K戻しますo

オーディオカセットインターフェース回路は、変調回路、復調回路、システムクロックの分周回路、リモートス

イッチ回路により構成されます。

図5.14 I!Lオーディオカセットインターフェースの回路を示します。

5.8.1 データのフ才一マット

SM-B -80 Tでは、カセットテープへはカンサスシティ標準フォーマットで記録していますが、その仕様は

次のように左っています。

(1 )モード

(2) データ伝送速度

(3) マーク(論理 "1")

(4 ) スペース(論理 u 0") 

(5) テープヘッダ

(6) プロックヘッダ

(7) データプロック長

(8) スタートピット

直列非同期

3 0 0ポー(ピット/秒〉

2 4 0 0 Hzで 8サイクル

1 200 Hzで 4サイクル

テープの開始部分にマーク(論理¥¥1 " )を 30秒間記録

データプロックとデー タプロックとの聞にマーク(論理帆1")を5秒間記録

255ノ〈イト

1ピット(論理帆0")
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(9) ストップピ ット

(10) デー タビッ 卜

2ピッ卜(論理帆 1") 

8ビット

(11) エンド ブロック 終わりの部分陀スペース G命理~~0" )を5秒間記録

CPUからの 8ビット並列データは 8251(UART)で直列データ陀変換し、自動的にスタートピッ卜

を 1ピット、ストップビットを 2ビッ卜付加します。

データ データ デー タ

-'-一一--.，-一一-'"---v---' 

1 R 2 
ピビ ビ
':J ツ 、y

トト 卜

図5.11 データフォーマッ

デー タフォーマットの詳細は 4.3.5項のカセットロードサブルーチン を参照してください。

5.8.2 変調回路

変調回路では、 8251(UART)からのシリアルデータを論理 "0"のとき 12 0 0 Hz 、論理 t¥1 " 

のとき 24 0 0 Hz (1(周波数変調し ますo

さらK、乙の変調したデータをフィルタと増幅器を通してAUX端子へ出力しますロ

H 
2400Hz 

L 1Lfl_f 
H

L

 

Z
 

H
 

A
U
 

A
U
 

q
L
 

唱

i

0::1 データ tto" データ~. 1 " 

H 

⑧ 点 L l寸__f1__J

AUX端子

図 5.12 変調回路タイミング波形

5.8.3 復調回路

復調回路では、カセットテープに記録したデータをカセットのイヤホン端子からCPUボードのPHONE端

子K入力し、 12 0 0 Hzをデー タ tt0 "、 2 4 0 0 Hzをデー夕日 1"に変換します。

PHONE端子医入力したデータは増幅され 74 L S 1 4 ( U 46 )でパルスK波形整形 されます。この整形さ

れた信号とクロック(6 1 4.4 k Hz )でカクント回路を働かせます。

'
A
 

可
4



カクント回路では、⑧点の入力信号(デー タ〉が 12 0 0 Hzのときはノわレスに左 b、 24 0 0 Hzのときは

U 1" になる ように設定していますので⑥点のような波形K左ります。

この⑥点の信号から 82 5 1 (U50 )のRXD(レシー プデータ)と哀支でくレシープクロック〉 を作ってい

ます。また、 8251 (U50 )はRXCの立ち上がりでRXDを読み込み ます。

PHONE端子

H 
⑧ 点

L 

H 

@ 点
L 

H 
RXD "1 ミ0"

L 

H 

しRXD 
L 

(1) 
H 

Ro (~í 
L 

H 
QB 

L 

H 
QC 

L 

H 

QD 
L 

RXC 

図5.13 復調回路タイミング波形
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5.8.4 リモート回路

リモート回路は、プログラムのロード、または、ストアのときにオーディオカセットを自動的vcONさせるた

めのものです。

リモート回路は、 CPUの次の命令で 74 L S 7 4-( U 44 )を帆1"にセットしたり、 帆0" vcリセットし

たりしてリレーを制御していまナ。また、リレーがONのときはLE D (D4 ) も点灯させていますo

アセンブリ言語 機械語 ~ Iノー LED 

点灯

消灯

OUT (0 DCH ) • A 

IN A. (ODCH) 

D3DC 

DBDC 

ON 

OFF 

また、とのリモート回路はユーザの方がプログラムで上記命令を使用するととにより制御できますo

5.9 キーボード

SM-B -8 0 Tのキーボードの表示部、キ一入力部の構成について説明します。

キーボードは、PIOl(U49)から出力された信号のデコード回路、 8桁 7セグメント LEDの駆動回路、キ

ーボードスイッチ回路より構成されていますo また、キーボードと CPUボードとは 34芯のフラットケープルで

接続していますので、 CPUボードとキーボードを切り離してP1 01 (U49)をパラレ Jレ 1/0ポートとして使

用するととができます。

5.9.1 表示回路

表示回路では、 P101(U49)のボート Aの信号をLEDのセグメント信号に使用し、ポート Bの上位4ピ

ット A7....... A4を7445(U5) でデコードした信号をLEDの桁信号とキースイッチのスキャン信号として

使用しています。また、ポート Bの下位3ピット B3"""'Bo はキースイッチの入力ラインとして使用していますo

表示回路では、図 5.16の表示タイミンクK示すようにダイナミック駆動しています。また、桁信号と桁信号

の聞に約 15μsの表示しない時聞を設けて桁信号波形の立ち上がりが悪くなっても次の桁に影響 し左いように

しています。

との 15μsの時聞はPI01(U49)のポート BのB7信号を "0"にして作っています。

LEDのセグメントと、P101のポート Aの信号との対応は次のように左っていますo

ポート A信号名 LEDセグメント

A7 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

D. P. 

A

一川一川一
D

OD.P. 

Ao 

Al 

A2 

A3 

A4 

A5 

A6 

-74一



P 101の

ポー トA信号

12 -6 Ao 

A7 12 -13 

-7 

U 1'"'-'4 : 7 5 4 5 4 

U5 : 7 445 

Q 1 '"'-'8 : 2 S B 5 6 1 

LED 1 "'8 : G L -9 R 0 4 

図 5.15 表示回路

約 2.44 ms 

約290μs 「一肝一約 15μS

8桁目 _____l寸

:
;
〔

7桁目

6桁目

5桁目

「寸

「寸 IL 

4桁目

3桁目

2桁目

1桁目

A----D.P.セグメン ト

1桁目 と8桁目が点灯し ます。

図5.16 表示タイ ミン グ波形 (LEDへの信号波形 )

FD
 

可，
e



5.9.2 キ一入力回路

キ一入力回路は、 LEDの 1..._.6桁自の信号(7 4 4 5デコーダ出力〉をキースイッチのスキャンに使用して

います。また、 P101のB3"'_'Boを入力ラインとして使用しています。

キースイッチを押さない状態ではB3""Boが抵抗R31""R34Kより UH"レベルと左っていますo

キースイッチを押すと、押された入力ラインK桁信号の ttL"が入力されP1 01へ入力されますo

P 101へ入力されたデータをCPUはソフト的Kどのキーが押されたかを判断してそのキーに対応する処理

を行います。

キースイッチを 2つ以上押したときでも 1つのキーだけが有効に在るようキーに優先順位を設けています。

キー優先順位

R E S E T>POC > S1P > 12X> 13Y >B4A>B5C > l >ザ>号>~>A>B>C>D>E > F >~~g'>

Liod>也九~>RUN>STEP>WR I TE>:lR~>SH I FT

キースイッチのチャタリングK対しては、前後各 5msソフト的κキーを読み込ま左いようにしています。

12一27&.3

28Hz 

29Bl 

3080 

12-21 

キー スイ ッチ

6桁目 5桁自 4桁目 3桁目 2桁目 1桁 目

+5V 

R31 

lk 

し
叩
引
は

R33 

1 k 

RES 

E
hーが

k

U

 

I

P

 F
し

U

ホキ

士 図5.17 キ一入力回路

OFF 

ON 

キースイッテOFF

/' I- ~I 

/ 5ms 

チャタリング

図5.18 キ一入力タイミング
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6.10 P 1 01周辺回路

CPUボードとキーボードとのインターフェースVLlPI01(並列入出力コントローラ〉を使用していますo

図5.19VL P 101の周辺回路を示しますo

モニタプログラムでは、 P101 のポ ー ト A8 ピットを出力ポートとして、ポー ト B の Bo~B3 を入力ポート 、

B4 ~ B7 を出力ポートとして使用しています。

P 101はモニタプログラムでは割り込みが掛から左いよう Kして使用していますが、キーボードを使用せず

に他の周辺装置の接続を考慮 し、割り込み優先回路を設けています。

割り込み優先は、ボー ド内ではP102より上位に設定しています。

ポート BのB7ラインはRESET信号とORGATEを構成していますが、乙れは、システムをリセットし

たとき VLLED(7セグメントの〉を全桁消灯するための回路です。乙のためポート Bを他の目的K使用すると

きはジャンパ線 P2とれを切断し、PIVL新たKジャンパ線を追加すれば J2 ( 3 4ピン )VLPIOlの B7

11-20 
U21 : 7 4 L S 3 2 

1 EI 
U37 . 7 4 L S 0 8 

PIOz 
唱。 Rヴ

U49. LH-0081 

IEIへ
'-一一 『 ー i

Do事 ?。 A.n 
1;) ;::.1 

U49 

9 5 2 

D71D7 
司副斗

CPUボード ARDY 

ASTB 

B 一S一TB l~
BRDY 

キーボード

を直接取り出せます。

ポートアトνスデコード回路より

ポート B
十5V

31 
B4 

33 

」:あlザ

図 5.19 P 101周辺回路
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端子

J定i

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

信号名
端子

J伍
信号名

VCC(+5V) 18 VCC(+5V) 

H 19 11 

20 
一21 RES 

P Sl 22 下玄τ
A7 23 B7 

A6 24 B6 

A5 25 B5 

A4 26 B4 

A3 27 B3 

A2 28 B2 

A1 29 B1 

AO 30 Bo 

ASTB 31 BSTB 

ARDY 32 BRDY 

GND 33 GND 

世 34 輯

表 5.3 端子配列表

信号の意味は付録6<D端子信号説明表を

参照してください。

問同::トー;同
半田面~

I 34 33 --ーーーーーーーーー一 -1918 

プリント板

図 5.20 J 2端子配列
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第 6章 システムの拡張

SM-B-80Tでは、ユーザ用として 1/0ポート (PI02)、パスドライパなどを拡張できますが、その拡張

方法、使用方法を説明します。

6.1 1ビッ ト出力ポート(74L574-U44)

CPUボードにボートアドレスODを割り当てたD型 F/Fを設けています。

乙の F/Fはプログラムで制御でき ますのでリレーの制御や、音楽の自動演奏に使用でき ます。

6.1.1 ハードクェア

D型 F/F(U44)はCPUの出力命令で UH"陀セットし、入力命令で 帆L"にリセットできる回路構成と

左っていますo

74LS74(U44)のQ，Q出力はCPUボード上vcCHECKピンを設けていますのでこ乙に半田付、ま

たは、 ヲイヤーラヒングを行って外部へ信号を取り出せます。

システムのリセット後、 74LS74(U44)はc.tL"にリセットされます。

U20
1
/2の

0(12 ヒ・ン)へ +5V 
12 

WR 

ンヒk
 

n
しE

 
H
 

e
 

-
-
K
/
1
lノ

U49 PI01 0081 

CHECKヒ.ン

図6.1 U44回路図 図 6.2 部品配置図

6.1. 2 使用方法

U44のD型 F/Fは次のCPUの命令でセット、 リセットでき ます。

アセンブリ言語 機械語 U44 Q Q 

OUT (ODOH)， A D3DD 1 (帆H") 0 C¥ L勺

IN A， (ODOH) DBDD 。 1 
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く例)

3.4. 1 項でリモート用LED を約 1 秒周期で点滅させ ま したが、 同じ方法で 74LS 7 4 ( U44 ) を ~~H" に

セット、 ~~L "にリセット を繰 り返すプロ グ ラムを示し ますo

このプロ グラ ムは、 3.4.1項のプロ グラムのポートアドレスをDCからDDvc変更するだけで作成でき ますo

Z -8 0 ASSEMBLER Vl. 1 PAGE 1 

アドレス 機械語 アセンプリ言語

ORG 。
2 o 0 0 0 D3DD LOOP: OUT (ODDH)， A 

3 o 0 0 2 CDOCOO CALL TCOUNT 

4 o 0 0 5 DBDD IN A， ( 0 D DH ) 

5 o 0 0 7 CDOCOO CALL TCOUNT 

6 OOOA 1 8 F 4 JR LOOP 

7 OOOC o 6 0 5 TCOUNT:LD B，5 

8 o 0 0 E 2 1 0 024 LOOP1 : LD HL，2400H 

9 001 1 2B LOOP2: DEC HL 

1 0 001 2 7C LD A，H 

1 1 001 3 B5 OR L 

1 2 001 4 20FB ]R NZ，LOOP2 

1 3 001 6 1 0 F 6 D]NZ LOOP 1 

1 4 001 8 C9 RET 

6.1. 3 電気的特性

1ピット出力ポートく 74LS74)の電気的特性を示し ます。

項 目 記 号
規 格

MIN TYP MAX 
単位 条 件

出力High レベル電流 10H -400 μA 

出力 Low レベル電流 10L 8 mA 

出 力 High 電 圧 VOH 2. 7 3.4 v 
Vcc= 4.75 V VIH= 2 V 

VIL 0.8 V 10H= -400μA 

出 力 Low 電 圧 VOL 0.35 0.5 v 
Vcc= 4.75V 10L= 8 mA 

VIL 0.8V 

※ 74LS74はT・I製を使用していますので特性の詳細は、 T・Iデー タプック を参照してください。

表 6.1 7 4 L S 7 4電気的特性

6.2 パラレル1/0ポート(P 1 02 ) 

CPUボー ド内では、 ユーザ用 1/0ポートとして PIO LH-0081(8ピット x2ポート)を1個増設

できます。 またPIOの 1/0ラインは ]3(4 4ピン〉へ出力していますD
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6.2.1 P 102周辺回路

P 1 02は、ボートアドレスD4--D7の4ポート を割 り当てています。

P 1 02は、システムのリセット後モニ タプログラムではそード設定など行っていませんo このためP102 

を使用するときは使用目的K応じてプログラムでそードなどの設定をしてくださいo また、 P102の割り込み

に対する優先順位はP101より下位K設定していますo

P101割り込み優先回路より

Jl一70

- 4 
Ml-

宣言苔ET~

Do 

ポートアトνスデコード回路より

図6.3 P 102 周辺回路

18 

16 

11 

21 

J 2 (4 4ピン〉の端子配列は付録5の端子配列表を参照してください。

6.2.2 P 1 0のプログラミング法

J 3 ( 4 4ピン)

ポート A

ポート B

U31 : 74LS08 

U 51 : LH -00 81 

PIOはプログラマフ勺レ左並列入出力コントローラで、 プログラム陀より 2つの 1/0ポートをモード 0，1， 

2， 3 のいずれかに指定して使用できます。

PIOは、紙テーフ。パンチャ 、紙テープリー ダ、プ リン 夕、キ ーボード左どの周辺装置と Zー80 CPUを

TTLレベルでインターフェースするものです。

図 6.4LtL P 1 0の端子配列を示します。 また、ポートアドレスの詳細は 5.3.2項を参照してくださいロ
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ポート A

1/0 

Y
E
 

0

1

2

3

4

5

6

7

D

一T

A
A
A
A
A
A
A
A
R
一
S

A
一A

ポート B

1/0 

A
u
-
A
の

，

島

内

o
a岨
E
E
I
V
E
O

噌，

B
B
B
B
B
B
B
B
 

P 1 0 

LH-0081 

00 

01 

!>2 
03 
D4 
05 

06 
07 

PORT IYA SEL 
CONTROVDATA SEL 

Z -8 0 
CHIP ENABLE 

百1
ie束Q

RD 

CPUデータベス

PIO制御信号

+5V 
GND 

ゆ

INT 
INTENABLEIN 

INTENABLE OUT 一一{
Aポート

Bポート

B/A=O 
= 1 

コントロール

データ

C/D= 1 

=0 

PIO端子配列表図6.4

PIOの信号の意味については、別K添付されている LS 1 資料を参照してくださ ~o

PIOの 1/0ポートはリセット後ハイインピーダンス状態と左久モードの設定を行うまで継続します。

PIOのプログラムによる動作は次のように左ります。

割 b込みベクト Jレの設定〈書き込み〉)
 

1
a
 

(
 

PIOは、 CPUと一緒K使ってモード 2の割り込みに使用できます。モード 2では、割り込みをかけて

いるデノ〈イスが割り込みベクト Jレをデータパスに乗せ、 CPUはこのベクトルを割 b込み処理Jレーチンの下

位アドレスとしますo また、上位アドレスはあらかじめ Iレジスタ K書き込んでなきます口

PIOvcベクト Jレを書き込むときは次の形式のコントロー Jレ語を希望するポートK書き込みますo

D。

日
'-.r--' 

とのOが割り込みベクト Jレを表わしますo

D

V

 

仇
「
い
」

Da 

Va 

D4 

V4 

D

V

 

D6 

V6 

D
 
V7 

割り込みを処理する Jレーチンのアドレス (1 6ピット〉は次のよう忙なります。

A
 

A
 

A
 

A
 

A
 

R
d
 

A
 

角。A
 

"' A
 

A15 A14 A13 A12 All A10 A9 As 

。

PIOベクトル〈下位アドレス〉
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Iレジスタ内容(上位アドレス)CPU 



(例)

割り込み処理 Jレーチンの開始アドレスが書き込まれ七いるメモリのアドレスを 012 4番地とし 、PI02の

ポート AltLベクトル 24を設定します。また、 CPUの Iレジスタには上位アドレスのD1を設定してなき ます。

oCPUの IレジスタltLD 1を設定し ます。

アセンプリ言語 機械語

LO A，001H 

LD 1， A 

3ED1・…・・ Aレジス タに01をロード

ED47…… IレジスタltLAレジスタの内容をロード

OPI02のポート AVL:ベク トJレ24を設定し ます。

スレ

A

ド

，

ァ

¥
J

ト

H

H

一

4

5

~

ボ

2

D
コ
/の

'

n

u

q

h

 

A

(

O
 

T

P

 

D

U

 

L

O

 

3E24…… Aレジスタ ltL2 4をロード

0305…… ベクト Jレを設定

(2) モードの設定

PIOVL:はモード 0，1， 2， 3 の 4つのモードがあり ますo

モードの設定は次のように行いますo

07 06 05 D4 D3 D2 Dl 00 

× X 

モード語を表わ モード設定を表わしますo

します。

x=未使用ピット(0でも 1でも可〉

モ ド M1 Mo 

出 力 モ ド 。 。 。
入 力 モ 一 ド 1 。
双方向性モー ド 2 。
ピットコントロールモード 3 

モード o: データを周辺装置へ出力します。

モード 1 データを周辺装置から入力します。

モード 2 :周辺装置からデー タの入力、周辺装置へのデー タの出力ができ ます。……ポート Aのみ。

モード 3 : ポートをピット単位K入力/出力K指定して使用できますD

(例〉

PI02のポート Aを出力モード(モード O)ltL、ポート Bを入力(モード 1) VL:f旨定して、ポート AltL

10101010(AA)を出力します。
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oポート Aを出力モードK設定します。

アセンブリ言語 標準語

LO A，OFH 3EOF…… Aゼロスタ(tLOFをロード

OUT (005H)， A 0305…・・・ モード0を設定

oポート Bを入力モードK設定します。

LO A， 4FH 3E 4F...... Aレジスタ(tL4Fをロード

OUT (007H) 0307…-ー モード 1を設定

oポート A(tL10101 010(AA)を出力します。

LO A，OAAH 3EAA.….. Aレジスタ(tLAAをロード

OUT (004H)， A 0304…・ー ポート A(tLAレジスタ内容を出力

モード 3を設定したときは、次のコントロー Jレ語を設定してポート(8ピット)のどのピットを入力にするか、

出力Kするかを指定しますo

07 D6 05 04 03 O2 01 00 

i川叫叫叫叫叫切|切|
1/0= 1 ピットを入力用K指定しますo

=0. ピットを出力用K指定しますo

(3) 割り込みコントロー Jレ語の設定

ポートを割り込みK使用するときは、次K示す割り込みコントロー Jレ語を設定します。

07 06 05 04 03 O2 01 00 

モード 3でのみ使用 割り込みコントロール語を表わします。

します。

07 = 1 割り込み許可フラグをセットし、 CPUへ割り込み要求を発生できますo

=0 割り込み許可フラグをリセットし、 CPUへ割り込み要求を発生できません。

06 = 1 ANO マスクされていないピットのすべてが 05で指定される状態K左ったときに割り込み

が発生します。

=0 OR マスクされてW 左いピットのどれかが05 で指定される状態K左ったときに割り込み

が発生します。

05 =1 High ポートデータパスラインが ttH"になると割り込みを発生します。

= 0 Low ボートデータパスラインが t'L"になると割り込みを発生します。

04 04 が 1であれば次Kポート K書かれるコントロー Jレ語は下記のようなマスクとして取り扱わ

れますo

MB(マスクピット )=0であるピットだけが割り込み発生を監視されますo
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|跡 IMB.I削 ，I叫叫叫 MB1I MBo I 

リセットできますo

Do 

割り込み許可フラグは次に示すコントロー Jレ語でセッヘ

D1 D2 

。
D3 

。
D4 

× 

D5 

× 

D6 

× 国
リセットしたりして他のピットはその まこのコントロール語は、割り込み許可フラグだけをセットしたり、

まにしてなきたいときに使用します。

〈例〉

PI02のポート Bをモード 3(ピットコントロールモード〉で使用し、Bo......_ B3を入力、B4~ B7を出

または、 B1 のどちらかが力忙し ます。また、割り込みについてはBo"""_B1の 2ピットだけを監視し、B。、

UH"にな ったときに割り込みが発生するようにします。

割り込み処理 Jレーチンの開始アドレス が書き込まれているメモ リのアドレスをD124番地としますo

。CPUの Iレジスタ KD1を設定し ます。

n
U
F
 

タ

T
I
l
t

一

ス
一
日
一

・
〆
戸
l
1
1
1
1
」

、‘

d
-
-

レ一

1
一

I
且

T
E
l
l
-
-

機械語

3ED 1 

アセンプリ言語

A，OD1H LD 

ED47 1 ， A LD 

|010111010111 0 1 0 

。PI02のポート BKベク トルを設定します。

3E24 A，24H LD 

D3D7 くOD7H)，AOUT 

|x 1 x11 11 
3ECF 

を設定します。

A，OCFH 

。モード

LD 

D307 (OD7H) ，A OUT 

I/ 0指定

|010 I 0 1 0 1 111 

oモード 3を設定したので 1/0指定をします。

3EOF A，OFH LD 

D307 (OD7H)，A OUT 

割り込みコントロール語

|01111101111 11 

。割り込みコントロー Jレ語を設定しま すo

ろEB7A，OB7H LD 

D 3D7 (OD7H)，A OUT 

。割り込みのマスク を設定します。

|o 1 0 I |1 11 11 
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3EFC 

D3D7 

A， 0 F CH 

( O.D 7 H ) ， A 

LD 

OUT 



00 00 

07 

Ao 
!…は肝r…モ←一一J ド一しでω…W

ノハ、イインピ一タ.ンスを継続します白
07 A7 

P 102 

力入

、t
ES
E
E
P
-
E
E
fJ

Bo とB1の 2ピットだけが割り込

みを監視されます。

図 6.5 P 102の設定例

6.3 キーボードインターフェース(P 1 0 1 ) 

キーボードのインターフェースとして使用している PIOlについては 5.10項で説明しましたが、P101を

他の目的K単独で使用する場合につW て説明します。

PIOlは、モニタプログラムではキーボードとのインターフェース用にモード設定をしていますので単独に使

用するときは改めてプログアムで設定し直す必要があります。

プログラムの方法はPI02で説明した方法で行いますが、ポートアドレスが次のよう KPI02と異左ります。

ポートアドレス

PI01 PI02 

ポート A データ 00 04 

ポート Aコントロール 01 05 

ポート B データ 02 06 

ポート Bコントロール 03 07 

表 6.2 P 1 0 1 ， P 1 0 2ポートアドレス

キーボードを使用せずに P 101を他の目的K使用する場合は、図6.6K示すようにプリント板K取り付けている

P2 と P3のジャンパ線を切断し、新たKP1 の位置にジャンパ線を取り付けてください。

乙れにより J2 ( 3 4ピン〉へはP101の B7信号が直接つながります。
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~~ 

12 (34ピン)、予、;P1

tE 
←ー単独で使用する場合は P2とP3を切断、 P1

kジャンパ線を追

|… 
U49PIOl 0081 

図 6.6 ジャンパ線

J 2 (3 4ピン)の端子配列は、 5.10項、または、付録6を参照してください。

6.4 E P R 0 M使用方法

SM-B-80 TではROMとしてモニタプロ グラムを書き込んだバイポーラ PROM LH-7055を1個実

装し、ユーザ用としてさらVCl個増設できますが、乙のパイポークタイプ以外VC2708タイプのEPROMを使

用できますo

2 7 0 8タイプのEPROMを使用する場合は+12 Vと-5Vの電源が+5V以外K必要です。

2 7 0 8タイプのEPROMを使用する方法について説明しますo

+ 12 Vとー 5VをSM-B-80Tvc接続するには、図6.8VC示す+12 Vと-5Vの配線部分K半田付けする

か、図 6.7VC示すJ1(100ピン )の+12 Vとー 5V用端子医半田付け しますo

J 1 端子 NO

+12V 5ピン 5 5ピン

ー 5V 47ピン 9 7ピン

まえ、電源ノイズ?による誤動作を防ぐため、図6.8I!L示すプリント板のパックシンボ Jレの位置にコンデンサを取

り付けてください。

コンデンサKは次のものを使用し ます。

コンデンサ NO 立Rロ
ロUロロ

CA'""CF 25V以上の 1μFタンタルコンデンサ

C 17 • 18 25V以上の 33μF電解コンデンサ

ヴ

S
Q
U
 



Ao-Ag 

(100ピン)

ト12V

( 5，55ピン)

メ
ー5V

( 47，97ピン)

(注)

図 6.7 J 1 (1 0 0ピン〉への電源配線

U16 

p
u
 

c
e
c
 

N

N
弘

司刀「
f

4

L

V

 

)

+

 

注

回路より

Do-D7 

U17 

U16・17: LH-7055または 27 08タイプEPROM

く注)2 7 0 8タイプEPROMを使用する場合、 19 ピン~+ 12 V、 21 ピン ~-5Vが供給されます。

6.5 コントロール信号用バッファ

図 6.9 ROM回路

コントロール信号用ノ〈ッファ回路は、 8T 9 7 ( U3 )、 8T28(U4)、 7404(U9) で構成します。

* コントロー Jレ信号の中でBUSRQ はダイレクトメモリアクセス (DMA)~使用します。また、 MRESET*

は、ボードの外部からシステムをリセットするための入力信号ラインですo
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6.6 双方向性アドレスバッファ

双方向性アドレスパップァ回路は、 8T26を4個 (Us........Us)使用して構成します。

アドレスパップァは通常ボードの外部へアドレス信号を出力していますが、ボード内のメモリをアクセスするため

* ItLBUSRQ を .. tL " にして DMA(ダイレクトメモリアクセス〉を使用するときに、アクセスしたいメモリ

のアドレスを入力できます。

* BUSRQをCPUが受け付けるとCPUのアドレスラインはフローテイングに左りますo また、 BUSAK

も帆L"と左り、 8T26はレシープ状態Kなります。

双方向性アドレスパップァは、アドレス信号を負論理で出力しています。また、パップァ用 ICの取り付け位置

左どは、 2.5項を参照してください。

6.7 双方向性データバッファ

双方向性データパッファは、 8T26を2個(U1........U2)使用して構成します。

図6.10ltL回路を示します。

CPUボード

Do 

Dl 

D2 

D3 

DBIN 

D4 

Ds 

D6 

D7 

図6.10 双方向性データパップァ回路

Do*の*は負論理出力

( Do)を表わしますo

Ul・2 8T26 

SM-B-80 Tでは、双方向性データパップァを制御する回路をボード内K含んで¥()ませんので、ボードの外で

メモリなどを使用するときは制御回路を追加してください。
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図6.11VL制御回路例を示し ます。

(例)

ボードの外VL8Kバイトのメモリ(スタティックRAM)を追加しますo メモリは、アドレスC0 0 0番地から

の 8Kバイト K置いています。

A15 

A14 

@ 

74LSOO 

/ 

/ 

¥ 
RD~ 

¥ 
¥ 

¥ 

A12 

All 

A10 

-- ーーー ー‘、、

J 

、、‘

.......... 

K3 ， 

/ 
/ 

/ 
.，/' 

図 6.11 双方向性デー タパップァ制御回路例

(注)ボードの外Kタ・イナミックメモリ を使用する場合は@の回路を使用します。

〉DBIN ~，t

双方向性アドレスパップァ、デー タパッフ ァK使用する8T26の代わりに 8T28を使用し ます と、アドレス

信号、データ信号を正論理で出力する乙とができ ます。
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付録 5 端 子 配 チリ 表

Jl J2 J3 端子配列表
Jl C 100ヒuン)

端子 下Eニコ三「 名
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仁弓コ 名 t見 明
端子 τtコヨ 名 端子 τEコ三f、 名

説 明JI6. (部品面) (半田面) JI6. (部品面〉 ;f6 (半田面)
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付録 6 端子信号説明表

11 (100ピン)

端子
信号名 丸2有効

説 明
J伝. L〆̂")レ

Vcc 入力
+5V電源、ライン

端子必 :1， 2， 3， 51， 52， 53 

5 + 12V電源 ライン
Voo 11 

5 5 2 7 08タイ プEPROM用電源

1 1 MRESET* 入力 L 
C P U， 8 2 5 1 ， P X 0， F/F を初期状態に戻しますo

リセット信号入力ライン

6 1 RESET * 出力 L リセット信号

6 2 。出力 システム クロック 2.457 6 M Hz 

1 6 DBINキ 入力 L 
双方向性デー タパ ップ ァ制御信号

ミH":ド ライプ状態 tlL" :レシープ状態

2 0 1 E 1 入力 H 割り込み優先順位を形成するのK使用 します。

7 0 IEO 出力 H 1 E Kとと もK割り込み優先順位を形成するのに使用します。

1 6ピットの双方向性アドレスパスで、メモ リデータの交換、 1/0機

/入力出力/ 七;分
器データの交換K対してのアドレスを与えます。 Ao';'は、最下位ピット

':: * 
Ao......... A15 CLSB)です。

|信叫1 22市1 72川|四 1 73 || AM4~ 1| A7什5"' I A 6'"25 || A75/1| A268
11

11A76J州叫ん~
端子必 177 128 178 129 179 1 

3 0 WA  1 T'" 入力 L 
CPUvr対 してアドレス付けされたメモ リ、 1/0機器がデータの転送

準備ができてW 左い乙と を示す信号です。

CPUのアドレスパス、データパス、 トライステートコントロー Jレ信号

8 0 BUSRQ * 入力 L 線を ハイ インピータ・ンスにし、アドレスパップ ァ、 コントロー Jレ信号用

パップァ をレシー プ状態Kします。DMAI!L使用 しますo

8 1 1 NT * 入力 L 
1/0機器が割り込みを要求する ときに使用します。

割り込み要求信号

BUSRQをCPUが受け付けたときに出力されます。これにより、

3 4 BUSAK ，): 出力 L 
CPUのアド レスパス、データパス、 トライステ ートコントロー Jレ信号

線がハイインピーダンスになれ外部よりとれ らの信号を入力できる乙

とを示します。

8 4 HALT* 出力 L 
CPUがHALT命令を実行し、 プログラムの実行を停止中であること

を示します。

マシ ンサ イク Jレが命令実行の中のフェッチサイク Jレであると とを示しま

3 5 Ml * 出力 L す。 また、 1ORQ"~ とともに生じるととで、 割り込みのアクノリッジ

サイク Jレを示します。

8 5 RF SH* 出力 L 
アドレスパス下位7ピット CA6......... Ao)が ダイナミックメモ リのための

リ フレッシュアドレスを持って~ることを示しますo

36 RD * /入力出/力 L 
じPUが、メモ リや 1/0機器からデ タを読み とろうとして吋 ζ と | 
を示します。

-98ー



86 WR * /入力出力/ L 
指定したメモリや 1/0機器Kデータを格納する際K、データパスに有

効左デー タを保持しているととを示す信号です。

3 7 MREQ* f入力出力J L 
メモリリード、または、 メモリライト動作K対してアドレスパスが有効

なアドレスを保持している ζ とを示しますo

/入力出力/ 

1/ 0リ一人または、 1/0ライト動作に対してアドレスパスの下位

8 7 10RQ* L 8ピットが有効左アドレスを保持しているととを示します。また、 Ml*

とともに割り込みのアクノリッジを示します。

8ピットの双方向性データパスで、 メモリ 、 1/0機器とのデータ交換

に使用しますo

* * 
三与出力/ (fd Do........ D7 信号名 Do本 DI本 D2

奪 D3本 D4本 D5本 D6本 D7草

端子J伝 42 92 43 93 44 94 45 95 

4 7 
入力

-5V電源、ライン

9 7 
VBB 

2 7 08タイプEPROM用電源

GND 入力
接地ライン

端子J伝: 4 8， 4 9， 5 0， 9 8， 9 9， 1 0 0 

J 2 ( 3 4ピン〉

端子
信号 名 丸二 有効

説 明
i路. レベル

Vcc 出力
十 5V電源、ライン

端子J伍: 1， 2， 18， 19 

2 1 RES 入力 L リセット信号、キーボードスイフチの IRES叫キーに接続しています。

5 P Sl 出力 L 
アドレス下位 8ピットをデコードした信号です。

ポートアドレス :DE (システム予備)

P S2 出力 L 
アドレス下位8ピットをデコードした信号です。

2 2 
ポートアドレス :DF (システム予備)

P 101のポート Aパスラインですo

キーボードの LED用セグメント信号として出力モード(モードo) 

Ao........ A7 出力 H 
で使用

l開 1ぺhlh1h lh iAZlA1lAo| 
端子必 6 I 7 I 8 I 9 -f1o--'-1-1 ， 12 I 13 1 

PIOIのボート Bパスラインです。

Bo........ B3 入力 L 
キーボ ードの LED用桁信号、キーボードスイッチのストロープ信号、

キースイッチの入力ラインとしてピットコントロールモード〈モード 3)

で使用

Bo ........ B3 入力

B4 ........ B7 出力

B4........ B7 出力
|信号名 IB7 I B6 I B5 I B4 I B3 I B2 I BI I Bo I 
|端子必 I23 I 24 I 25 I 26 I ~7 I 28 I 29 I 30 I 

1 4 ASTB 入力 L 周辺装置か らのボート AVt対するストロープ信号入力ライン です。

3 1 BSTB 入力 L 周辺装置か らのボート Bvc対するストロープ信号入カ ライ ンですo
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1 5 ARDY 出力 H ポート Aのレディ 信号です。

3 2 BRDY 出力 H ボー トBのレディ {言一号です。

GND 出力
接地ライン

端子必 : 16， 1 7， 33， 34 

J 3 (4 4ピン〉

端子
信号名 λf 有効

きnJMU 明
J拓. レベJレ

GND 出力
接J也ライン

端子必. 19， 20， 2 1， 22， 4 1， 42， 43， 44 

P i 02のポート Aパス ラインです。

Ao ---A7 7 (キ)|信号名lhlh|叶叶 A3I A2 I Al [ Ao I 
出力 |端子必 I161 15 I 14113 1 12111 110 1 9 I 

7 ARDY 出力 H ポート Aの レディ信号です。

8 ASTB 入力 L 周辺装置か らのポート A{f[_対するストロープ信号入力 ライ ンです。

P 1 02のポート Bパスラインです。

う主出/力 (44 Bo---B7 |信号名 IB7 1 B6 I B5 1 B4 I B3 I B2 1 B1 I Bo I 
i端子必 I3 8 I 3 7 I 3 6 I 3 5 I 3 4 I 3 3 I 3 ~_L_3_ ~ 

2 9 BRDY 出力 H ポー トBの レディ{言-Eまです。

3 0 BSTB 入力 L 周辺装置か らのボー トB{f[_対する ス トロー プ信号入カライ ンです。

Vcc 出力
+5V電源、フイン

端子必 1， 
L 

2， 3， 4， 2 3， 2 4， 2 5， 2 6 

端子名 信 号名 J2f 説 明

E J 1 REM 
オーディオカセットのス ター ト/スト ップを制御する端子です。

オーディオカセ γ トの リモート端子と接続 します。

E J 2 AUX 出力
オーディ オカセットに録音する場合陀周波数変調されたデータを出力し

ます。カセットのAUX端子 と接続します。

E J 3 PHONE 入力
オ デ ィオカセ ットから再生する場合医 可聴周波数のデ ータを入力 しま

す。 カセ ッ トのイヤホン端子、または、外部スピーカ端子と接続 します。
』圃ー
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ト(CPUボード)

部品番号 名 称 形名 ・規 格 備 考 部品番号 名 称 形 名 ・規 格 備 考

U 1，2 1 C MC8T26 オプシ ョン (モ トローラ〉 U 46 1 C SN74LS14 
U3 11 MC8T97 H U 47 11 SN7474 
U4 11 MC8T28 11 U 48 H HA17902 
U5"-'8 H MC 8 T 2 6 H U 49 L S 1 LH-0081 Z-80 PIO 
U9 11 SN7404 オプショ ン (T・1) U50 11 μPD8251C UART 
UlO H SN74LS08 U 51 11 LH-0081 オフ》 ョン Z-80 PIO(シャープ。〉

U11 H SN74LS32 D1"-'3 ダイオ ード 1S2075K 
U 12 11 SN74LS293 D4 LED GL-5AR1 
U13 11 SN74LS14 XTAL 水 品 N C 1 8 A 4.9152 M 

U 14，15 11 SN74LS42 R1"-'7 抵抗 3.3 kD. l~W士5%

U 16 LSI LH-7055 ROM R8 11 2.2 k，o， 11 

U17 11 11 オ プション ROM(シャ ー プ 〉 R 9，10 H 3.3 kD. 11 

U 18 1 C SN7438 Rl1 11 1 k，o， 11 

U 19 11 SN74LS08 R 12 11 15011 H 

U 20 11 SN74LS74 R13 11 1k11 /1 

U21 H SN74LS32 R 14 H 3.3 k11 /1 

U22 H SN74LS30 R 15，16 H 1k.Q， H 

U23 LSI LH-2111A4 RAM R 17 11 3.3 k，o， /1 

U24 11 LH-2114-3 RAM R 18，19 H 820，0， H 

U 25， 26 11 LH-2114 オ フ。シ ョン RAMCシ ャー プ ) R 20 H 330，0， 11 

U 27 1 C SN74LS74 R 21 22 11 2.2 k .Q， H 

U28 /1 SN74LS02 R 23 24 H 3.3 k，o， 11 

U29 11 TC4040 R 25 "-' 28 H 1k11 H 

U30 H SN74LS10 R 29 11 33011 H 

U 31 H SN74LS32 R30 H 3.3 k11 H 

U32 L S 1 LH-2111A4 RAM R31 H 1 k 11 11 

U33 11 LH-2114-3 RAM R32 H 10k.Q， H 

U 34，35 11 LH-2114 オプション RAMCシャ ー プ 〉 R 33"-' 35 11 2.2 k 11 比W:!:2%
U36 1 C SN74161 R 36 11 lM11 1~w::t5% 

U37 11 SN74LS08 R 37 11 1 0 k.Q， ~w::!:2% 
U 38，39 11 SN74LS155 R38 11 10kD. 弘w::t5%
U40 11 TC4040 R39 11 lk.Q， l~W士2%

U 41 1/ SN74LS32 R 40"-' 42 " 4.7 kD. " U 42 LSI LH-0080 Z-80 CPU R 43 11 10011 %w士5%
U 43 1 C SN74S04 R 44 11 2.2 k 11 l~ w:t2% 
U 44， 45 11 SN74LS74 R 45 抵 抗 10 k 11 1~w士5%

使用部品リス付録 7

l

H
C
H
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(キ ー ボード )

部品番号 名 称 形 名。規格 備 考 部品番号 名 称 形名。規格 備 考

R46 抵抗 1kn lぺw士2% UI--4 1 C SN75454 

R47 H 220 kn 11 U5 H SN7445 

じ1 コンデンサ 3 3μ F 16wv L E 01__8 LED GL-9R04 

C2 11 1000PF 50wv Q1 "-' 8 トラ ンジスタ 2SB561 

じ3， 4 11 330PF 11 R1 抵抗 2 2 0 n l~ wi:5% 

C5 11 100PF 11 R2 H 47 n 11 

C6 11 0.01μF 1/ R3 11 1kn H 

C7 1/ 1μF 35wv R4 11 220n 11 

C8 11 0.22μF H R5 11 47n 11 

C9 11 1μF 11 R6 1/ 1 k n 1/ 

ClO 11 1000PF 50wv R7 H 220n H 

Cu 11 0.1μF 35wv R8 H 47 n 11 

C12 H 0.01μF 50wv R9 11 1kn H 

C 13 11 1μF 35wv RlO H 2200 H 

C 14 11 0.022μF 50wv Rn H 47 n 11 

C 15. 16 H 1μF 35wv R12 11 1 k n H 

C 17，18 11 33μF 25wv以上 オプション， 電解コンデンサ R 13 11 220n 11 

CA~F 1/ 1μF 25wv以上 オプション， タンタJレコンデンサ R 14 1/ 47 n 11 

11 1μF 35wv ノイズ防止用 R15 11 1kn 1/ 

1 CS 1 1 Cソケット C93-40-02 4 0ピン R 16 11 2200 H 

1 CS 2 . 3 11 C93-24-02 2 4ピン R 17 11 470 1/ 

1 CS 4. 5 1/ C93-40-02 4 0ピン R 18 11 1kO 11 

コネクタ 4 8 0 0-1 0 0 -1 3 5 100ピン R19 11 220n 11 

11 F AP-34-02棺 3 4ピンヘッダ R20 1/ 47 n 11 

ソケット F A S -34-03B 34芯;フラットケープノレイサ R21 11 lkO 11 

J 3 コネクタ 4600-044-112 オ プション 44ピン(ケ Jレ株) R22 H 2200 11 

E J 1 イヤホンジャック X-G8514 (ケープ Jレ付きホーンプラグ) R23 11 47 n 11 

E J 2，3 11 S-G8026 2.5 o， 3.5 o各 1本付属 R24 fI 1kn H 

RY1 リレー NR-H-5V C1 コン デ ンサ 3 3μF 25wv 

SW1 スイッチ MTM106D-R C2 11 3 3μF 16wv 

P2，3 ジャ ンハ線 コネクタ FAP-34-02=#=2 3 4ピンヘッダ

チ ェック ヒン WP-2型A キ ースイ ッチ KBO-801H 2 5キ ー

キーパネ Jレ A ，B 1対
ゴム足 BU692-F 

CCPUボード )

l
H
O
N
-



付録 8 モニタプログラム リスト

n .  SR AS附BL・o BY l-80 'SSE阿8しER REV・(¥. 1 O!uZ7，・78
T T T L E: SM-8・80T -LH-8H02 

('n1 SM・8・80T

1 

2 *倹肯*.... SM-8・80T v 1 .1 .肯*禽貴合骨*

5 

4 
ち TITLF SM -B・80T
6 FOOO ROM Eau OEOOOH : RO~ STARTI~G ADDRESS 
7 FF 00 RAM Eau OI=FOOH ;05 RAM STARTING AOORESS 
8 FF C C MODE Eau RAr-1+0CCH ;USER PROGRAM MOOE 
9 FFCD SEGBUF FQU MODE+l ;SFGUI.IENT RUFFER 

1 0 HOう 。ISBUF fau SEG円UF+8 ;OISPLAY 8UFFER ， 1 FF 00 FLAG EQU OlSBUF+尽 ;CHATTERING FlAG 
12 FFDE REMS¥Ji EQU FLAG+1 ;REMOTE SWITCH FLAG 
， 3 FF 0 F OATA EQU RE"1S凶+' ;j) A T ~ R.fG .. 
14 FF E 1 AOOR EQU OATA+2 ;AOORESS RFG. 
1 5 FH3 SAVE EQU AODR+2 ;USER REG. SAVE AREA 
1 (1 FFFO BCOUNT EQU SAVE+26 :SREAK COUNTER 
17 FFFE BADOR EQlJ BCOUNT+' :BREAI( AOORESS 
18 FFCC STACI( EQU MOOE ;MONITOR STACI( 

'9 FF 9A USER FQLI STACK-うO ;USER STACK 
20 0009 1 NT EQU 0091'1 ;SYSTEM NMI PORT 
21 00D1 PIOAC E QIJ 001104 ;PIO A CONTROl 
22 0000 PIOAO EQU 0001'1 ;PIO A OATA 
23 0003 PtOBC EQU OD3H ;PJO B CONTROL 
24 0002 PIOBD EQU OOZH ;PtO B DATA 
Zち 0008 TAPEC EQU OOSH ;8251 CONTRQL 
26 OOOA T.APEO EQU OOAH ;8251 OATA 
27 0008 SYS Fau 008H ;SYSTEM CONTROl 
28 OOOC REM Eau ODCH ;REMOTE S¥JiITCH 
29 ORG RO叫

30 
31 
32 合脅由****肯 MAIN *骨骨食 由**肯

33 ; 
34 F.OOO C303EO M A t N : JP $+3 
35 E003 0308 OUT (SYS)，A ;RESET EOOO 
36 E005 AF XOR A 
37 E006 0616 LD 8，22 
38 F.008 21CDFF LD HL，SEGBUF 
39 FOOB 77 MA10: LD (HL)，A ;CLEAR RE~Sw ， OATA ， AODR 
らo EOOC 23 1 N C HL 
ら， EOOD 10FC 。JNZ MA10 
ι2 EOOF 2EFO LD L，BCOLJNT 8， OJ:FH 
43 E01' 77 LD (HL>，A ;CLEAR BCOUNT 
ら4 E012 2EF7 lO L，SAVE+20 & OFFH 
45 E01ゐ 77 LD (HL)，A ;CLEAR USER IFF 
46 E015 2E9A LD L，USER 持 nF Fド :SET UP USER STACK 
47 F017 22FHF LO (SAVE)oHL 
品尺 Fり'A SECF" Lη A，ηC F= H 

49 E01C 03D3 OlJr (PIO円C)， A :S~T DtO B CONTROL MODE 
50 E01E D308 (lIlT (TAPEC> oA 
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no? $'1・8・月。T

ち， E020 .HOF LO A"OFH : OU 1.1).1 Y 
52 E022 030.3 OUT (PIOBC)pA :5ET PIO A OUTPUT MOOE 
53 E024 0301 。ur (PIOAC)"A 
54 f026 31CCFF MA 20 ~ LD SP"STACI< iSET UP ~ O N I T O R STACK 
55 1=029 CDF7E2 CALL OISP1 ;OISPlAY ADOR，DATA 
ち6 E02C CD3FE3 MA30: CALL I<EVIN ;I<fYIN 
57 E02F 2126EO MA50: LO HLpMA20 ;PUSH RETURN ADORES$ 
58 F.032 E5 PUSH HL 
ち9 E033 FE10 CP 10 H 

60 E035 OA16E3 JP C，SH1FT oDATA KEY 
61 F038 21E7'E3 LD HLpJPTA8 :COMMANO I(fV 
62 E038 0610 $UB 10H 
63 E030 07 RLCA 
64 F.03E 85 AOO Apb 
65 E03F 6F LO L"A 
66 E040 7E 1.0 Ao(HL) 
67 E041 23 pJC HL 
68 E042 66 1.0 H，， (HL) 
69 EOゐ3 6F LO L"A 
70 F.044 F9 JP (H L> :GO 10 EACH COMMANO ROUTINE 
71 
72 
73 食合 合 官官官肯骨 FUNCTION 由禽宵*食食宮古

74 
75 EOゐ5 C03FE3 FUNC: CAlL I(EVIN :NE)('i' I(EY !NPUT 
76 eoら8 FE 11 cp nM  
17 EOらA CAC6E1 JP ZpLOAO a OAO I(EY 
7& f04D FE1Z CP 12M 
79 E04F CA36f2 J P Z"STORE ;STORE I(EY 
80 E052 FE10 CP 10M 
81 E 0 5ゐ 2859 JR Z"RG100 ;REGO I(EV 
82 E056 FE16 CP 161-1 

R3 E058 CO RET NZ 
8ら E059210EFF RE"10TE: LO Hl"REMS凶 :REMOTE I(EV 
85 E05C 3ゐ 1 N e (H L> :CIHCI( REMSW 
86 E050 DBDC 1 N A，， (REM】 ;REMOTE ON 
87 E05F C8 RET z 
88 E060 03DC OUT (RE刈)p A :RfMOTE OFF 
89 E062 74 LD on)ρH :TURN OFF FLAG 
90 E063 C9 RET 
91 

92 
93 食肯*会 合食会合 I"-JTERRUPT 歯禽***禽官 官

9ι 

9S ηRG ROM+66H 
96 E066 C369EO P.JTER: J P $+3 :NMI ENTRV AODRFSS 
97 FOd9 03D~ OUT (S '1' S) "A :RESfT EOOO 
98 E06R E D 73E 司~ 1= LO (SAVf)pSP ;SAVE USER SP 
99 F 0ろF .3HDH  Lや SPoSAVEt?fl 

100 E072 Fち PリSH AF 
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003 s ~~・ 8 ・ ~ O T

101 E073 F5 PUSH AF :SAVE AF 
102 E074 E057 l.D A，1 :SAVF I，IFF 
103 F076 F5 PUSH AF 
10ら f077 C5 PI，JSH BC ;SAVE BC 
105 E078 D5 PUSH OE ;SAVF DE 
106 E079 E5 PUSH HL :SAVE HL 
'07 E07A 09 EX)( 
'08 E07B 08 EX AF，A.F・ ;SAVE AF' 
109 E07C F5 PUSH AF 
110 E070 C5 Pl) S H 。c ;SAVE ec' "， E07E 05 PUSH OE ;SAVE OE' 
"2  E07F E5 PUSH Hl ;SAVE HL' 
'13 EOBO 3AF7FF LO A，(SAVE+ZO) 
n ら E083 E604 ANO ゐ
1'5 E085 OF RRCA 
'16 E086 OF RRCA 
"7  E087 32F7FF LO <SAVEφ 20)，A 
118 e08A 09 EX)( 
'19 E088 08 EX AF，AF' 
120 E08C OOE5 PUSH lX :SAVE IX 
12' E08E FDE5 PUSH IY ;SAVE IY 
122 E090 E07BE可FF LO SP，(SA.VE) 
123 E094 E1 POP HL :GET OLO PC 
124 f095 E073E3FF LO (SAVE)，SP 
125 E099 22FBFF LO <SAVE+2品)，HL :SAVE PC 
126 E09C 22E1FF lO (AODR)，HL iOlSPLAY PC 
127 E09F 2AF9FF LO HL，(SAVE+22) 
128 EOA2 220FFF LO (OATA)，HL ;OISPLAY AF 
129 EOA5 3ACCFF LO A，(MOOE) :CHECI( USER MODE 
130 FOA8 3C tNC A 
131 EOA9 C25AE1 JP NZ，EXOO :RUN MOOE 
132 fOAC C326EO JP MA20 :STEP MOOf 
133 
134 
135 青青 禽 禽 昔前*禽 REGlSTER * * 骨禽 *脅禽 歯

136 
137 EOAF C03FE3 RG100: CALL I(EYIN ilNPUT REG' KEY 
138 EOBZ FE08 CP 8 
'39 EOB4 D8 RET c 
1ゐo EOB5 FE10 CP 10M 
141 EOB7 00 RET NC 
142 EOa8 C608 ADD A，8 :ADO OFFSET 
143 eOBA 1806 JR RG60 
1らら EOBC CD3FE3 REG: CALL ICEYIN :INPUT REG. I(EY 
司令 5 EOBF FE10 CP 10 H 
1ゐ6 EOC1 00 RET NC :IF C O ~MAN O ICEY， IGNORE 
守色 7 EOC2 47 RG60: LO B，A 
148 EOC3 87 ADO A，A 
Tゐ9 EOC4 "90E3 LO DE，SYMTAB 
150 EOC7 83 AOO A，E 
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004 Sf.1"S..80T 

151 EOC8 ちF LD EpA 
152 EOC9 21DCFF LD HL I' DISB l) F~7 

153 EOCC 1A LO Ap(OE) ， 5ゐ.E0 C D E.d E 0 AND OfOH 

1 5う EOCF OF RRCA 

156 EOOO OF RRCA 
157 f001 OF RRCA 

158 E002 OF RRC.A 

1ち9 E003 C60A AOO A，OAH :GET 1 'ST CHARACTER 
160 EQD5 77 I.D (HU oA :STORE lT 10 OlS ~LAJ BUfFER 
161 EOD6 2B 。EC Hl 
162 E007 1A lO A，(OE) 

163 E008 E60F AND OFH 
164 EOOA C60A AOO A，OAH ;GET 2'NO CHAR.ACTER 
165 EOOC 77 LO (HL)，A ;STORE IT 

166 EOOD 28 OEC HJ. 
167 EOOE 3615 LO (HL)，15H ;SYORE SPACE 
168 EOEO 28 DEC HL 
169 EOE1 3617 LD (HL)，17H :STOIH 0回 世

110 EOE3 13 INC OE 
171 EOE4 1A LD A，(DE> 

172 EOE5 21E3FF LD HJ.pSAVE 
173 EOE8 85 AOD A，L 

17 7ゐ EOE9 6F 1.0 I.pA :GET AODRo OF REGv SAVE AREA 
175 EOEA 54 1.0 DpH 

176 fOEB 50 lO EpL 
177 EOEC 71: LD Ap(HL) 
178 EOED 23 t N C Ht. 
179 EOEE 66 lD 同.?(14 L) 
180 EOEF 6F LO L，A 
181 EOFO 78 LO A，B 
182 EOF1 FE05 CP う ;1 8VTe REG。
183 EOF3 3802 JR CpRG10 
18ゐ EOF5 2600 1.0 H，O 
185 EOn 220FFF RG10: LO (OATA)，HI. :STORE CONTAINT OF REG. 10 OATA REGo 

186 EOFA COFCE2 CALL 。ISP2
187 EOFO C0:5FE3 RG20: CALI. I(E YI N ; INPUT NEXT KEY 
188 E100 H13 CP 13104 :IF RUN KEY， RETURN 
189 E102 C8 RET z 
190 E103 FE15 CP 15H 
191 E105 2814 JR Z，RGゐO ;WRITE H V  
192 E107 FE11 CP ， 1 H 
1 9:5 E 1 09 .2 A 1 C JR Z"， RG70 :INCR I(EV 
194 E10B FE1Z CP ， 2 H 
195 E10D Z~21 JR ZoRG80 ;OECR I(EV 
196 E10F FE10 CP 1014 
197 E111 3026 JR NC，RG90 
198 n13 CD1RE3 CALL SHIFT :DATA I(EV 
199 F'16 CDFCFZ CALL DISP2 :DISPLAV OATA REG。
200 f119 11H2 .j R R(;20 
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00ち SM・9・80T

201 F11B 2AOFFF RG品。: LD ~H ， (OATA) aOAD DATA Tb HL 
202 E11E F.A EX OE，HL 
20~ E1H 73 L D (HL)ot :STORE: LO凶 BYTE TO ITS SAVE AREA 
204 E120 78 LD A，6 
205 E121 FE05 CP 5 
206 E123 3002 JR NC，RG70 :JF 1 BYTE REGo SKIP 
207 E1?5 23 1 N C HL 
208 E126 72 LO (HL)，O ;STORE HIGH BYTE 
209 E127 78 RG70: LD A，B 
210 E1Z8 3C t N c A ;I~REMENTE REG. NO. 
211 E129 Ff18 CP 18H 
212 f128 3895 JR C，RG60 
213 E120 AF XOR A :IF OVER RANGE， CLEAR RfG. ~O. 
214 E12E 1R92 JR RG60 
215 E130 78 RGRO: LO A，8 

216 E131 30 OEC A 
217 E132 F2C2EO Jt P，RG60 
218 E135 3E17 LD A，23 
219 E137 1889 JR RG60 
220 E139 E1 RG90: POP HL 
221 E13A FS PUSH AF 
222 E13B C024E3 CALL SEGCO~ 
223 E13E F1 POP AF :RECOVER COMMANO KEV 
274 E13F C32FEO JP MA50 
225 
226 
227 ****歯禽世* RUN，STEP **合合肯禽脅脅

228 
229 E1ゐ2 3EFF STEP: しo A，OFFH :STEP COMMANO ROUTINE 
230 E14ι32CCFF EX50: LD (MOOE)，A ;SET USER PROGRAM MOOE 
231 E147 1824 JR EXιo 
232 E149 2AE1FF RUN: LO HL，(AOOR) ;RUN COMMANO ROUTINE 
233 E1ら C 22F8FF LO (SAVE+24)，HL ;SET UP PC 
23ιE14F 3AFOFF LO A，(BCOUNT) ;CHECK BCOUNT 
235 E1S2 A7 ANO A 
236 E153 28EF JR Z，EX50 ;IF eCOUNT IS NON ZERO， TRACE MOOE 
237 E155 3E01 LD A，1 :8P tS ACTtVE 
238 E157 32CCFF EXEC: LO (MOOE)，A :SET USER PROGRAM MOOE 
239 E1SA 2AFBFF EXOO: LD HL，(SAVE+24) :GET CURRENT USER・S PC 
2ゐo E150 E05BFEFF LD Of， (BADOR) ;GET 8RFAK AOORESS 
241 E161 87 OR A 
242 E162 E052 58C HL，OE ;CHECK THEM 
2ゐ3 E164 2007 JR NZ，EX40 :lF NOT EQUALE， COUNTINE 
244 e166 21FOFF LO HL，BCOUNT :IF EQUAlE， OECREMENT 円COUNT
245 E169 3S DEC (H L) 
246 E'6A CA.26EO JP Z，"1A20 ;IF ZERn， 8REAK 
247 e16D 2AFBFF EX40: LD HL，(SAVE+24) :GfT PC 
2ゐ8 E170 E5 PUSH Hl 
249 E171 7E LO A，(HL) 
250 F172 FECE¥ CP 。CBH
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251 E174 280R J R ZpEX41 
252 E176 f60F A AJ D OFH 
253 1:178 FEOD CP ODH 
254 E17A 200A JR I'{Z"EXら乙
255 F17C 7E LD Ap(HL) 

256 E17D FEDD CP ODDH 
257 e17F 3805 JR C，El(42 
258 E181 2H7FF EX品1: LD HLpSAVE<-20 
Z59 [184 CBF6 SET 6，(HL) 

260 E186 E1 EX42: POP HL 
261 E187 FD7円E3F F LO SPp(SAVE】 :GET SP 
262 F188 E5 PUSH HL IPUSH USERoS PC ON USER'S STACK 
263 E18C 2AF9FF LD HLp(SAVF+zn :GET AF 
264 E'8F E5 PUSH HL ;PUSH AF TOQ 
265 E190 ED73E3FF LD (SAVE)pSP ;SAVE SP 
266 E194 31E5FF LD SPpSAVE+2 ;LO~D SAVE AOORESS TO SP 
267 E197 FDE1 POP 1 V ;RESTORE IV 
268 E199 DOE1 POP IX :RESTORE IX 
269 E19B 09 E)()( 
210 E19C 08 E)( AFpAP 
271 E19D E1 POP HL ;RESTORE HLD 
272 E19E 01 POP OE ;RESTORE OE' 
213 E19F C1 POP BC :RESTORE BC' 
274 nAO F1 POP AF ;RESTORE AFD 
275 E1A1 09 EXX 
276 E1A2 08 EX AFpAFO 
277 e1A3 E1 POP HL ;REsrORE HL 
218 E1A4 01 POP 。E :RESTORE DE 
279 E1A5 C1 POP BC ;RFSTORE RC 
280 E1A6 F1 POP AF 
281 E1A7 ED47 LD 1， A :RESTORE 1 
282 E1A9 E07BE3FF LO SPp(SAVE) :RESTORE SP 
283 E1AO 3ACCFF LO A，(MOOE> :GET MOOE 
284 E1RO 3001 JR NC，E)('O ;CHECI( USER・S t FF 
285 E1B2 FB E 1 
286 E1B3 2009 E)( 10: J R NZpEX30 
287 E1B5 A7 ANO A :C~EC I( USER MOOE 
288 E1B6 2804 JR ZpEX20 
289 E'B8 n POP AF 
290 E189 0309 OUT (INT)pA 
291 F.1BB C9 RET ;RETURN TO USER PROGRAM 
292 E18C F1 EX20: POP AF 
293 E'BD C9 RET :RETURN TO USfR PROGRAM 
294 E18E A7 E x3 0: ANO A 
295 F1BF 28F8 JR Z，EX20 
296 E1C1 n POP Af 
297 n C2 0309 OUT (lNT)，A 
298 E1 C4 00 NOP 
299 EHち C9 RfT :RETURN Tn PROGRA~ 
300 
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301 
302 世*宵~~*** lOAO *******由

303 
304 E1C6 3E40 LOAO: Lり A，らQH :lOAD COMMANO ROUTINE 
30S E1C8 030B OUT 【TA P-E C) ， A ;ReSET 8251 
306 E1CA 3ECD LD A，OCOH :5ET UP 8251 
307 e1CC D308 OUT (TAPEC>，A 
308 E1CE D30C OUT (RE"1)，A :REMOTE ON 
309 E100 CDR5E2 CALL WAIT5 :WAIT 5 SEC. 
310 e103 3E04 LO A，4 
311 E105 0308 OUT (TAPEC)，A :rnCEIVE ENABlf 
312 E107 1E01 lO e，1 :INITIAlIZE BLOCK NO. 
313 E109 OEOO L010: LO C，O 
314 E109 C029E2 CALl TPIN :READ BlOCI( NO. 
315 E10E B8 CP E :CHECK tT 
316 E10F 2033 JR ~a ， ERROR :IF NOT EQUAlE， ERROR 
317 E1El じ029E2 CALL TPIN 
318 E1E4 47 LO B，A :REAO BLOCK LENGTH 
319 E1E5 C029E2 CALl TPI吋

320 E1E8 57 LO 。，A :RfAO 8LOCl( TYPE 
321 e1E9 C029E2 CALL TPIN 
322 e1EC 67 LO M，A ;REAO LOAD ADORESS (HI) 
323 f1EO C029E2 CALL TPIN 
324 E1FO 6F LO L，A :READ lOAO ADORES5 (lOW) 
325 E1n 78 LO A，B 
326 e1F2 A7 AtliO A 
327 E1n 2811 J健 Z，LOゐO :IF BLOCK LENGTH : 0， SI(IP 
328 E1F5 7B LO A，E 
329 E1F6 30 OfC A 
330 E1F7 2003 JR NZ，L020 
331 E1F9 22E1FF LD (AOOR)，IH : 1 F 1・ST BLOCK， SET LOAD AOORESS 
332 E1 FC C029f2 lD20: CALL TPIN :REAO OATA 
333 E1FF 11 LO (HL)，A ;A~O STORE IT TO 州EMORY
334 E200 22tH F F lO (OATA)，HL ;SET CURRENT LOAO AOORESS 
335 E203 23 1 N C HL 
336 E204 10F6 OJNZ LOZO 
337 E206 CD29E2 LD40: CALL TPIN ;REAO CHECK SU~ 
338 E209 79 lO A，C 
339 E20A A7 ANO A 
3ゐo E20B 2007 JR ~Z ， ERROR :lF C IS NON ZERO， CHECK SUM ERROR 
341 E200 1C tNC E 
3ゐ2 E20e 15 。EC 。 :tF BlOCK TYPE = 1， OATA BLOCK 
3ゐ3 E20F 28C8 J R Z，L010 
344 E211 14 t N C D ;IF BLOCk TYPE = 0， ENO OF BLOCK 
345 E212 280E JR Z，L0"30 
346 E214 0608 ERROR: LO 8，8 ;ERROR MESSAGE ROUTINE 
347 E216 21COFF LO HL，5EG8UF 
348 E219 3640 fR10: LO (H L) ，ゐOH :OISPLAY ，・---・ 'ー--ー'
349 E21B 23 INC HL 
350 F21C 10f8 。J"JZ fR10 
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可ち， F.21 E: 712CF() LD HLo叫 A30
3')7 F221 F.3 EX (SP)pHL 
353 F22? AF LD.30: )(OR A 

35ら E223 32DEFF LP (REMS凶)p A 

3ちち F726 OBDC pJ A， (R E叫) ;REMOTE OFF 

356 E22月 C9 RET 

357 E229 OSDS T P 1 N : pJ Ap(TAPEC) :RECEIVE REAOY? 
358 E22B C8らF BIT ， p A 

359 E22D 28FA J R ZpTPIN ;NOp CHECt( AGAIN 

360 E22F 080A 1 I¥j Ap(TAPcO) : JNPl)T DATA 
361 E231 F5 PUSH AF 
362 E232 81 AOO AoC 
363 E233 4F LD CpA ;RENEW CHECK SUM 
364 E234 F1 POP A F 

365 E235 C9 RET 
366 

367 

368 宵脅官官由宵禽.. STORE 古**食合世 p合

369 
370 F236 3EらO STORE: 1.0 Ap40H :CASSETTE TAPE STORE ROUTINE 

371 E238 D3DB OUT (lAPEC)pA :RESET 8251 

372 E23A 3ECE LO ApOCEH 
373 E23C 03DB OUT (TAPfC)pA ;SET UP 8251 
374 E23E 3E01 LD Ap1 

375 E240 03DB OUy (TAPEC)， A :TRANSMIT ENABLE 
376 E2ι2 2AOFFF 1.0 HLp(DATA) 

377 E2ら5 ED5sE1 FF 1.0 DEρ (ADDR) 

378 E249 AF )(OR A 

379 E24A E052 SBe Ht"pOE 
380 E2ιC 08 RET c 
381 E 2らo030C nUT (REM)ρA ;REMOTE ON 

582 E2ιF 23 1 N C HL :STORE BYTe COUNT 
383 E250 E5 PUSH H 1. 
38ιE2S1 063C LO Bp60 

385 F2S3 CDB7E2 CALL 凶AtT ;凶 AIT 30 SfC。
386 F256 1E01 LD E" ， 
387 E258 S3 ST50: LD OpE 

388 E259 COC2E2 CAl.L TPOUT :WRlTE BLOCI( NOo 
389 E25C E1 DOP HL 
390 E250 01FFOO LD BC，2sr; ;~A)(o LENGTH IN A BlOCK 

'391 E260 AF )(OR A 

392 1:261 EDら2 SBC HLpBC 
393 FZ63 3008 J R NCpST10 
394 EZ65 09 ADD HloBC 
395 E26め 85 AOD A" L 
396 E267 47 LD BpA 

397 Ei?68 2EOO LO LoQ 
398 E26A ZP， ?E J R l，ST20 
399 E26C 3E 。fFR 3EH ;SKIP Nf)(T I~ STRUCTIO ~ 

4()O F?flO 41 S T1 (): Lfl 80C 
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ゐ01 E26E F5 S 13 (): PI_I S H HL 
ら02 El6Fι8 lD C，E 
403 E270 50 LD O，B 
404 E271 COC2EZ CALL TPOUT 1WRITE 8LOCK LENGTH 
ら05 E274 1601 LO 0，1 
406 E276 COC2E2 CALL TPOUT :WRITE BLOCK TYPE 
407 E279 2AE1FF LO HL，(ADOR) 
ら08 E27C S4 L.O 。，H
409 E270 COC2E2 CALL TPOUT :WRITE LOAO AOORESS (HI) 
410 EZ80 55 LD O，L 
4'1 E281 COC2E2 CALL TPQUT :WRITE lOAO AOORESS (LOW) 
412 E284 56 ST40: LO D，(HL> 
ゐ13 E285 COC2E2 CALL TPOUT :"nnTE DATA 
41ら E288 23 I N C HL 
ゐ15 E289 10F9 OJNZ 5T色。
416 E288 78 LO A，8 
417 E28C 91 SUB c 
ら18 E280 57 lO 。，A
419 E28E COC2E2 CALL TPOUT :WRlTE CHECI( 5UM 
420 E291 22E1 FF LO (AODR)，HL 
421 F294 C085E2 CALL WAIT5 ;WAIT 5 5EC. 
422 E297 1C INC E 
423 EZ98 1BsE JR 5T50 
424 E29A 55 ST20: lO O，L 
425 E29B 0604 LD B，4 
ら26 E290 COC2E2 ST60: CALL TPOUT ;WRITE ENO BLOCK 
ゐ27 E2AO 10fB OJNZ 5T60 
428 E2A2 78 LO A，B 
ら29 E2A3 93 5UB E 
430 E2A4 57 LO O，A 
ゐ31 E2A5 COC2E2 CALL TPOUT :WRITE CHECK 5UM 
ι32 E?A8 COB5E2 CALL 凶AIT5 :WAJT 5 SEC. 
433 E2AB 3E08 LD A，8 
ι34 E2AD 030B OUT (TAPEC>，A ;WRl'U 5PACJ 
435 E2AF COB5E2 CALL WAIT5 iWAIT 5 5EC， 
436 E2B2 C3Z2E2 JP L030 
ゐ37 E285 060A WAIT5: LO B，10 :5 SEC. WAIT ROUTINE 
438 E2B7 219088 WAIT: LO HL，47261 :0.5 5EC， WAIT ROUTINE 
ら39 E2AA 2B 凶 A10: OEC HL 
ムら o E2BB 7C LO A，H 
らら 1 E2BC B5 OR L 
ら42 E2BD 20FB JR NZ，IoIA10 
4ら3 E2BF 10F6 。JNZ 凶AIT
ららら E2C1 C9 RET 
らら 5 E2C2 DBDB TPOUT: 1 N A，(TAPEC) :TRANSMIT READY? 
らら 6 E2C4 QF RRCA 
らら 7 F2C5 30FB JR NC，TPOIJT :NO， WAJT 
448 FlC7 7A lO A，η 

449 F2C8 D~DÄ nl.lT (TAPEO)，A ;OllTDりT ('ATA 
4ちo E2CA P" ADO A，C 
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ι51 E2C8 4F LO CpA ;RFIIJEW C~E CI( SUt-1 

452 E2CC C9 QEi 
453 
ゐ54
455 肯合古 脅世世 世食 ADRSEi 肯 古 肯 骨 量 貴由史

456 
457 EZCD 2ADFFF AORSET: LO HLP(DATA) :AODRESS SET ROUTINE 
らち~ E2DO 22E1FF LO (ADDR)gHL 
459 E20.3 181C J R 1 R 10 
460 
461 
462 骨 量禽肯会*** DECR 食古 骨量*古由合

463 
ら64 f2D5 2AE1 FF DECR: LD HLp(ADDR) :OECREMENT & REAO MEMOTV ROUTINE 
ら6ち E208 28 。EC HL 
ι66 F~09 1816 JR 1 R 1 0 
461 EZDB 3ADFFF REAO: LD Ag(DAiA) 
ら68 E2DE 32EOFF LO (DATA91】pA ;SHIFT 1 8YTE DATA REG。
469 E2E1 1e lD Ap(Hl) :LOAO MEMORV OATA 
470 E2E2 320FFF lD (DATA)pA :STORE IT TO DATA REG 
471 E2E5 C9 RET 
412 
473 
474 会 *宵脅食肯肯* 凶RIT E 官官....脅*

475 
ら16 E2E6 2AE1FF WRJTE: LD HLp(AODR) :WRITE ROUTINE 
ら17 E2E9 3AOFFF LD Ap(DATA) 
478 E2EC 77 ~ f'l (HL)"A 
479 
480 
ら81 官官官官官 合肯古 INCR 合由 食禽宵宵 官官

ゐ82
483 E2FO 2AE1 FF 1 N C R: LD HLp(ADDR) :YNCREMENT & READ ~EM ORV ROUTINE 
48ιEt'FO 23 1 N C HL 
ι8ち E2n CDDBE2 1 R 10 : CALL READ ;MEMORV REAO 
ら86 E2F4 22E1FF LO (ADDR)pHl 
ゐ87
ら88
ら89 由食官会食宮古 11 OISP1 歯**台禽 宵合合

490 
491 F2F7 09 01 S p， : EX)( ;OlSPLAV DATA REGo ROUTINE 
ι92 E2F8 0604 LO Bp4 
493 E2FA 1803 JR D P 10 
ら94
ι9雪

496 禽合 *会食 *** DISP2 ..宵****由古

ら97
ι98 E21=C 09 りr s p 2: E)()( :DISPLAV DATA R AODR 
499 E2FD 060? LD Bp? 
500 E?H 2H1r:H [¥ p， 0: L(l 吋L"0 1¥ T A ;HL rs POI~TER iO DATA REGo 
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501 E302 '105FF LD 。e，DI5RUF :OE 15 POINTER TO DISBUF 
502 E..s05 7E 。P20: LD A，(HL> :GET DATA REG. 
503 E306 E:60F ANO OFH :~ASK OFF UPPER 4 9ITS 
504 E308 12 LO (OE)，A :STORE lT TO OISPLAY BUFFER 
505 E309 7E LO A，(HL) :RECOVER tT 
506 E30A E6FO ANO OFOH ;MASK OFF LOWER 4 91TS 
507 E30C OF RRCA :ROTATE RIGHT 4 81TS 
508 E30D OF RRCA 
509 E30E OF RRCA 
510 E3QF OF RRCA 
5"  E3'0 13 INC OE 
512 E311 12 LD (OE)，A :STORE tT 
5'3 E312 13 t N C OE 
514 E313 23 PH  HL 
515 E314 10EF 。 J~Z OP20 
516 E316 C024E3 CALL SEGCON :SEGUMENT CONVERT 
517 E319 09 fXX 
518 E31A C9 RET 
519 
520 
521 骨骨肯宵肯歯禽* SHtFT 肯 . . * . 官 官 官

ち22
523 E31B 210FFF SHIFT: LO HL，DATA :SHIFT OtGIT RtGHT DATA REG. 
524 E31f ED6F RLD 
525 E320 23 INC HL 
526 E321 E06F RLO 
雪27 E323 C9 RfT 
528 
529 
530 禽貴命貴官官 禽 歯 SEGCON 禽 食 禽 肯 * 肯 官 食

ち31
532 E324 0608 SEGCON: LO B，8 :SET UP COUNTER 
533 E326 2105FF LD HL，DISBUF 
534 E329 11COFF 1.0 。E，SEG9UF
535 E32C 7E s C 1 0 : LO A，(HL) 

536 E32D E5 PUSH HL 
537 E32E 21COE3 LO HL，SEGTAB :HL IS POINTER TO SEGUMENT TABLE 
538 E331 85 AOD A，L 
539 E332 6F LD L，A 
540 E333 ιE LO C， (IH) 

541 E334 1A LO A，(OE) 
542 E3:55 E680 ANO 80H :NON EFFECTIVE OECtMAL POINT 
ちら:5 E337 B1 OR c 
5ら4 E338 12 LO (OE)，A 

54ち E339 E1 POP HL 
ちら6 E33A 23 INC HL 
547 E33B 13 INC DE 
548 E33C 10EE 。JNZ SC10 
ちι9 E33E C9 RFT 

550 
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うS1 

ちら P 古古 古肯古脅官官 民EV 1 '11 古宵肯 肯*肯由由

ち53

554 E33F 09 1( E Y r IIJ : E)()( :KEV XNPUT & lED OISPlAl ~OUfI Nf ，55 f3ιo CD70E:3 1( 1 60 g C A Ll. SCAIIJ :KEV INPUT? 
556 E3ι3 2826 JR Zpl{l 1 0 jNOp Cl.fAR FlAG 
557 E345 0604 1{ I3 0: LD Buら :WAIT FOR CHATYFRING YIME 
558 E347 CD70E3 1( 1 2 0 ~ CALl SCAN 
559 E34A 10l=B 。JNZ KX 20 
560 E34C 2~1 D J F1 l O' q 1 0 
561 E34E 5F LD EpA ;SAVE I{EV "10。
562 E3ιF 3ADOFF LD Ap(FLAG) 
ち63 E352 A7 AND A 
564 E353 20FO J R flJZpl(I30 :IF FLAG IS NON ZEROp WAJT AGAIN 
565 E355 79 LD AρE 
566 E:5S6 32DDH LD (Fl.AG)pA : T U R_N 0"1 r.: L A G 
567 E359 E60F AND OPI 
568 E35B OEOO lD Cc?O 
569 E35D 01" 町1403 RRCA 
ち70 E35E 3803 JR C c? I(JちO
ち71 E360 OC 1 N C c 
572 E361 18FA JR tCi 40 
573 E363 78 1{ r 50: LD ApE 
57ゐ E364 E670 AND 70H 
575 E366 OF RRCA 
576 E367 OF RRCA 

577 E368 B1 OR c :A IS I(EV SEQQ NO。
578 E369 09 E)()( 

579 E36A C9 RET 
580 E36B 32DDFF 10 1 0 g LD (li!LAG)pA 
581 E36E 1θ00 JR 1<160 
582 E370 1600 SCAl¥tg LD ()C?O ;SCAN LFD g I(EV BOAD 
583 E372 OE70 LD Cp70H :SET UP DIGIT COυNTER 
513ら E374 24 D4 FF LO HLpSEG8UH.7 ;HL 1S POINTER TO SEGUMENT BUFFER 
585 E377 3E80 $N20: LD Ap80H 
586 E379 D302 OUT (PIOBD)pA :DISABLE OJGtT SIGNAL 
587 E37B 7E 1， 0 Ac?(HL) :LOAD SEGUMENT DATA 
588 E37C 28 。EC HL 
589 E37D D3DO OUY (PYOAD)pA :ourpUT rr 
590 E37F 79 LD ApC 
591 E3elO D3D2 OUT (PIOBO)pA :OUTPUT DIGIT DATA 
592 E382 08D2 1 ~ Ap(PIO円D) :INPLJT I(EV DA1A 
593 n 月4 2F CPL 
59らE385 F60F AND OFH 
595 1:387 2802 JR ZpS~10 

596 E389 91 OR c :IF GEY ANV KEVp SAVE 11 
597 E38A ち7 LD DpA 
59R E38R 3E2R S N 10 : LO Ap白O : WA 1 T 
ち。9 F38f'> 3D 雪へ 30: f'lfC A 
6ηo E 5同E ?OFD J R NZ"S¥l50 
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601 1:390 79 lO A，C 
602 e:391 D610 SU8 10H 
603 E393 4F LO C，A ;NE:XT DIGIT 
604 E394 30e1 JR NC，SN20 
605 E396 3E80 LO A;80H 
606 E398 0302 OUT (PIOBO)，A :DISABLE OIGtT SIGNAL 
607 E39A 7A LO A，O 
608 E39B A7 ANO A :RESTORE KEY OATA 
609 E39C C9 RET 
610 
61 1 
612 肯官会合*貴*由 SYMTA8 宵官官由**世禽

613 
614 E390 82 SYMTAB: DEFB 82H ;PC 
615 E39E 18 DEFB 2ι 
616 E39F F8 OEFB OF8H :SP 
617 E3AO 00 DEFB 。
618 E3A1 E9 DEFB OE9H : 1 x 
619 E3A2 0ゐ DEFR 4 
620 E3A3 EA OEFB OEAIo4 :IV 
621 E3Aゐ 02 OEFB 2 
622 E3A5 10 DEFB 10H :BA 
623 E3A6 1B OEFB 27 
624 E3A7 12 OEFB 12H :ec 
625 E3A8 1 A DEFB 26 
626 E3A9 EO DEFB OEOH 
627 E3AA 15 。EFB l1 
628 E3AB E5 OEFB OE5H :IF 
629 E3AC 14 OEF8 20 
630 E3AD 60 DEF8 60104 : H 
631 E3AE Of OEFI3 15 
632 E3AF 70 DEFB 7DH ; L 
633 E3BO OE OEFB 14 
634 E3B1 00 DEFB OOH ; A 
635 E3B2 17 OEFB 23 
"36 f3a3 10 OEF8 10H :e 
637 E3B4 13 OEFB 19 
638 E3e5 20 OEFB 20M : c 
639 E3B6 12 oe'B 18 
6ゐo F3B7 30 OEFB 30104 : 0 
6ゐ1 E388 l' 。EFS 17 
642 E3B9 40 DEFS ら0104 :e 
643 f3BA 10 OEFS 16 
644 E3BB 50 DEFB 50H :r: 
645 E3BC '6 DEFB 22 
6ら6 f3BD 6C DEFB 6CH :H・
647 E3BE 07 OEFB 7 
648 E38F 7C 。EF8 7CH : L・
649 E3CO 06 DFF8 6 
650 r3C1 OC (lFH  OCH : A・
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電子部品

本 社干545

電子部品事業本部 干632

営業本部干545

東部地区営業 干162

中部地区営業 干460

西部地区営業 干545

S H A R P  

Wtr-7k楠式会ね

大阪市阿倍野区長池田T22番22号 官 (06)621ー 1221 (大代表)

奈良県天理市標本町26日番地の 1 官 (07436)5-1321 (大代表)

大阪市阿倍野区長池町22番22号 雷 (侃)621-1221 (大代表)

東京都新宿区市谷八幡町 8番地 雷 (03)260-1161 (大代表)

名古屋市中区葵 1丁目20番23号 雷 (052)931-5406、5424

大阪市阿倍野区長池町22番22号 官 (飴)621ー 1221(大代表)
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